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資料1　　　前回の取り組み
(平成6年4月～平成8年3月)

1　研究主題

コミュニケーションの指導方法を探る

伝え合い,分かり合う関係をめざして

2　研究主題設定の理由

(1)なぜ｢コミュニケーションの指導方法を探る｣なのか

ア児童生徒の実態 イわたしたちの持つ問題意識 ウこれまでの研究の成果と課題 エ特殊教育研究の動向 ��i 対人関係 

警会蓋据謙一シヨン 
コミュニケーション 

わたしたちは,平成6年度から4年間の計画で,コミェニケ-ションの指導方法を探る

ことにした｡それは以下の理由からである｡

ア　児童生徒の実態

本校児童生徒の実態を障害別に見ると, 73名(平成6年度時点)の児童生徒の中で46名

(63%)が｢意思伝達が困難｣である｡また,発達検査の結果を見ても,津守式乳幼児精神

発達検査T, ｢社会の受動的関係｣ , ｢積極的交渉｣ , ｢相互交渉｣ , ｢理解言語の会話

伝達｣などの項目に課題がある児童生徒が多い｡つまり,本校の児童生徒は,

･子供たちがかかわるものや人との関係において問題点が見られる｡

･　ものや人との関係においても人との関係やその媒体となっている言葉の問題が大きい｡

といえる｡

イわたしたちが持つ問題意識 

本校並びに鹿児島県内の特殊教育語学校及び特殊学級の教師に対してアンケートを実施

し,結果を分析してみたところ,指導上困っていることや子供に身に付けさせたいことと

して, ｢対人関係｣や｢コミュニケーション｣ , ｢基本的生活習慣｣などがあげられた｡

また,本校教師が研究として取り組みたい領域としても, ｢言語｣ , ｢コミュニケーショ

ン｣ , ｢対人関採｣ , ｢社会牲｣などが大きな割合を占めた｡
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ウこれまでの研究の成果と課題 

これまでの本校の研究では,昭和61年度から平成元年度まで｢かかわり合いの豊かな子供

をめざして｣,また,平成2年度から平成5年度においてぽ｢かかわり合いの豊かな子供を

育てる教育課程の編成｣の研究主題の下に,子供の内面の｢自我｣に目を向けて,子供の

見方やかかわり合いの豊かさについて探るとともに,指導内容設定の在り方とその内容の

組織化を通して教育課程の編成を行った｡このような取り組みの中で　かかわり合いの豊

かな子供を育てるための授業における具体的な手立てについて学習活動や教材･教具の設

定の在り方を明確にしていくことができた｡

このような成果を上げることができた一方で,これまで以上に子供一人一人についての

課題解決への取り組み方や教師のかかわり方などについてのより具体的な指導方法の研究

を深めていくことが課題として残された｡その中でも特に,子供とコミュニケーションを

とるための具体的な方法についてはかかわり合いの豊かな子供を育てるためにも不可欠で

あると考え,今後探っていく必要性があると考えた｡

エ　特殊教育研究の動向

わたしたちは,現程の特殊教育研究の動向を以下のようにとらえた｡

･一人一人の子供の障害や状態を踏まえながら,現在の課題を明確にしていくととも

に,将来(卒業して社会参加していく段階)の姿まで見通しを持ちながら,指導する事

柄を選択,組織化する必要性が重要視されている｡このことは,アメリカの腿P (個別

教育計画)の考え方が我が国でも浸透してきていることとも関連している｡

･様々な環境の変化に対応して自分で思考,判断し,実行しながら社会に参加していく力

の育成(新しい学力観)などが求められる｡その際に,子供の｢能力面を伸ばす｣ことの

みにとらわれずに,周囲の人や事物･事象などの｢その子供を取り巻くあらゆる環境｣と

の関係にも目を向け,全人的成長発達を促し, ｢生きる力｣を育成しなければならない｡

以上のような四つの観点を概観すると,一つには,取り組む対象領域としては｢社会性｣,

｢対人関係｣, ｢言語｣, ｢コミュニケーション｣に絞られることである｡また,もう一つには,

具体的な個々への取り組み方(指導方法)の探究が挙げられる｡ただし, ｢社会性｣, ｢対人関

係｣, ｢言語｣, ｢コミュニケーション｣については,その相互の関係性をみると, ｢コミュニ

ケーション｣を大きくとらえればその中に｢社会性｣, ｢対人関係｣, ｢言語｣も包括されるので

はないかと考え, ｢コミュニケーション｣について具体的な揺導方法を探っていくことにし

た｡

なお,わたしたちは,コミュニケーションの指導方法を探るには,

①　｢子供が自分の力で周りの人を理解し,どのように対応していけるか｣という新しい学

力観に通じること｡

②　子供だけではなく,子供を取り巻く我々自身のかかわり方にも目を向けること｡

などの要素は不可欠な視点ととらえ,研究に取り組むことにした｡
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(2)伝え合い.分かり合う関係とは

わたしたちは,コミュニケーションを人と人といった二者間に成立するものとしてとら

え,単に-個体のコミュニケーションに関する力というだけではなく,まずは,関係軽に

視点をあて,その関係性を高めていくための手立てを探ることにした｡

コミュニケーション関係を構造的にとらえると二つの側面がある｡一つは｢お互いの意

図や気持ちを考えて,互いに情報を伝達,交換し合う｣という側面であり,もう一つは,

｢情動的なっながりを基に,お互いに相手のことを理解し気持ちが通い合う｣という側面

である｡わたしたちは,前者を｢伝え合う｣こと,後者を｢分かり合う｣ことと考え,こ

の｢伝え合う｣ことと｢分かり合う｣ことの二側面を高めていくことが,コミュニケーショ

ン関係を高めていくことにつながると考えた｡そして,その二側面がともに高まった姿を

わたしたちのめざすコミュニケーション関係としてとらえ, ｢伝え合い,分かり合う関係｣

と考えた｡

お互いに気持ちの通じ合いがあり,お互いのこと 

伝え合い,分かり合う関係 を理解し合っているとともに,お互いに共有できる 

伝達手段を用いて,主体的にやり取りしている関係｡ 

(3)伝え合い,分かり合うために

伝え合い,分かり合う関係を築くための要素 �� 

ア　教師が適切をかかわりをすること

教師の適切なかかわりが子供たち

の持っている力を最大限に引き出

し,子供たちの伝え合いたい,分か

り合いたいという意欲を高めると考

えた｡

わたしたちは,すべての子操とか

かわる際の基本姿勢として,あるが

ままの子供を見つめて,そのときの

子供の状態や様子をよく観察し,千

供がどのような気持ちでいるか,ち

るいは何に興味を示しているかを理

解した上で,子供の気持ちや表現を

ア　教師が適切なかかわりをすること

イ　子供が必要なカを身に付けること

ウ　子供の生活全体で取り組むこと

表1　わたしたちが考える適切な教師の
かかわり方

･､あるがままの子供の姿を見つめる｡

･子供の状態をよく観察する｡

･子供の気持ちを理解する｡

･子供の気持ちを十分に尊重する｡

･感陸を豊かにして,子供の変化や心

の動きを見逃さない｡

･子供の発達の可能陸を宿し,子操が

主捧的に活動できるように支援する｡
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十分にくみ取り尊重するように心掛けた｡また,そのためにも子供たちのわずかな変化

や心の動きに気付くという教師の感性を豊かにしていく必要があることも共通理解した｡

さらに,子供の持つ力とその発達の可能性を信じ,子供が主体的に活動できるように支

援することも大切であると考えた｡ (表1)

イ　子供が必要な力を身につけること

コミュニケーションに関する発達過程については｢関係性の抜穴｣と｢個体内能力の

充実｣の二つの方向性がある(鯨岡1992)｡わたしたちは, ｢個体内能力の充実｣- ｢子供

の力｣と考えて, ｢伝え合い,分かり合う関係｣を築くために必要な子供の力を以下のよ

うに考えた｡

わたしたちは,お互いに共有できる伝達

手段を用いて感情や意図を表出したり,理

解したりする｢やりとりする力｣と,情動

的つながりを墓に,相手の気持ちが分かり

行動を予測する｢通じ合う力｣の二つを高

めていくことが重要であると考えた｡ま

た,この二つの力を高めていくためには,

その基盤になる｢人やものとかかわるこ

と｣や｢認知的な力の高まり｣が必要不可

欠であることも認識した｡そして,わたし

たちは,このような｢子供自身の持つ力｣

が高まることも,子供たちの伝え合いた

伝え合い,分かり合 

うための力の高まり 憲 

やり取りする力欲通じ合う力 支えるもの 

田,園 
図1子供の持つ力の高まり

い,分かり合いたいという意欲を高めることにつながると考えた｡ (図1)

ウ　子供の生活全体の中で取り組むこと

●　関係を広げるごと

子供がコミュニケートする場面は学校だけではなく,様々な人と場面が考えられる｡

二者間の関係性でいうならば,親密な順に,母親,父親,兄弟姉妹,教師,友達,近

所の人,知らない人へと広がっていく｡これは,鯨岡(1992)のいうもう一つの発達の

方向性である｢関係の拡大｣であり,今の生活の中で,子供たちが身近な人から知ら

ない人へと様々な人たちと関係を広げていくこと,つまり｢横への広がり,対象の拡

大｣を指導の中で考えていくことは重要であると考えた｡
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●　将来を踏まえること

子供たちは,時間の流れとともに周

囲の環境の変化に応じて成長,発達し

ていく｡学校生活の中でも小学郡から

申学部,そして高等部と様々な人たち

と関係が広がる｡実際,卒業後を考え

ると,事業所や施設の中での関係が大

切になってくるが,そこでは,より複

雑な対人関孫も生じてくるであろう｡

これは,前述の｢横への広がり｣に対

し, ｢縦への広がり,未来への広がり｣

と言えるが,このような視点で子摸た

ちのコミュニケーションを考えること

も不可欠であると考えた｡

以上のような, ｢横と縦への関係の転 図2　関係の拡大

大｣の中で子供に必要な力を養ってい

くためには,生活すべてにおいて怯え合い,分かり合う関係を築いていくことが大切で

あり,しかも,子供たちの生活が一人一人異なることを考慮していくことも重要な視点

と考える｡つまり,その子漢の｢いま｣をとらえ,かつ,将来につながる取り組みが大

切ということである｡これらのことは,わたしたちが,子供たち一人一人に応じた関係

の荏り方を探っていく基本的な視点の一つと考えていくことにした｡

(4)今後の課題

●これまでのコミュニケーションに関する先行研究の検証0- 

●個々の実態に応じた取り組みの重要性○ 

●学校だけでなく,家庭,社会生活を踏まえた取り組みの重要性○ 

●子供たち一人一人の将来の生活を考えた上での取り組みの重要畦○ 
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資料2　わたしたちが目指す子供たちの将来の姿

1　わたしたちが目指す子供たちの将来の姿

わたしたちは自分自身の生き方を考えるときに,何か生きがいを持ち,少しでも質の高い

豊かな生活を送りたいと考える｡同様に子供たちの将来を考える際も,できるだけ質の高い

豊かな生活を送ってほしいと考えるのが自然であろう｡そこで,本校の子供たちにとって豊

かに生活するためには何が必要かということから考えていきたい｡

よりよいライフサイクルが約束されるということは,例えば,事業所や施設,作業所

等鋤く場所や行く場所があるということがあげられる｡朝起きで何もすることがない生

活よりも,自分を受け入れてくれる場があり,そこに出掛けることができ,また,そこ

で必要とされていると感じることができることは,自己実現の喜びを味わい,生きがい

を持って生きるために重要なことではないかと考える｡

●∴人と),:∴.読:詰;''::∴∴言∴喜一-と‥ ��
禦鱗鵜談萎縛繊享寧 �*�?ﾈ.ｨ,H*ﾘ.ｨ.��ﾈ*ｨ*(.�+�,h,ﾒﾉ����4�,��.�+R�

家庭でも職場でも自分の気持ちを. 

た生活を送るためにも大切なことではなかろうか｡自分の気持ちを伝えたり,話をした 

め,あるいは相談したりする中で,欲求が満たされたり,励まされたりすることも多い 

であろうoまた,他人の講を闇いたり,他人の気持ちを考えたりすることで人として成 長すると考える○ 

義士萱鎌灘薬護.嘉登慈善を詰 ��
:｢-.∴∴のノ∴!∴｢.言葉揮でき:∴｢.｢:::::｢: 侈�,H*(.�,bﾈ巉*�,ﾈｨ�:�,偖y(h+X,H竧.��x/�,X*(.�,h*ｲ�

学校生活での子供たちの姿 

はとても生き生きとした顔をしているo集中して取り組める活動とは,子供たちにとつ 

て興味のある活動であり,何をすればよいか見通しが持てる活動,あるいは自信のある 

活動であろうoそのような活動であれば子供たちは意欲的に取り組むことができるとと 

もに,十分に自分が持っている力を発揮することができる○また,自分の力を十分に発 

揮することで,周りの人に認めてもらう,あるいは自分の役割を実感できることが,坐 

さがいへとつながるのではないだろうかo 
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○　余暇を楽しく過ごせること

わたしたちの生活の中で,自分の自由に使える時間というのはとても貴重なものであ

り楽しいものである｡それは,自分のやりたいことができるからであり,そのような時

間があるからこそ仕事でつらいことや大変なことがあっても頑張ることができるのでは

ないだろうか｡しかし,自由な時間はやりたいことや一緒に楽しむことができる人がい

てこそ充実しているのであり,それがなかったら何もすることがないただ退屈な時間で

ある｡したがって,自分が意欲的に取り組むことができる趣味を持つことや一緒に楽し

く過ごすことができる仲間をつくること,あるいは地域の人たちと触れ合う機会や場所

があることは,豊かな生活を送る上で不可欠なものではないかと考える｡

以上,子供たちが本校卒業後に豊かに生活するためには何が必要かということを四つの視点

から考えてみた｡このように整理すると,わたしたちが目指す子供たちの将来の姿は,究極的

には以下のようにいえるのではないかと考える｡

自分を取り巻く人々と豊かにかかわり合いなが ��

ら,主体的.自立的な生き方ができる人｡ 

国王 国王 劍齪.x�9w�4�,乖�:�+X,H+ｸ.ｨ/�ｧ�+X/�+�.に���4�,假ﾈ.�,傚ｸ*ｸｧﾂ�
けたりするとともに,場面や状況に自分なりに見通しを持ち,自分 

で考えたり,選択できること○ 

一つ一つの活動が自分の力で成し遂げられ,自分の持つ力を最大 

隈に発揮し,他人からの支援を最小限にすることo 

自分の気持ちをはっきり相手に伝えることができるとともに,相手の伝えることが分か 

り,相手の気持ちを考えることができ,家族,友達,職場の人たち,地域の人たちと信頼 

関係を墓に積極的に楽しくかかわることができる人｡さらに,させられたり,与えられた 

りといった指示待ちの生活ではなく,今何をしようか,何をしたらよいかということを自 

分なりに見通しを持つたり,考えて選択したりすることができるとともに,他人に安易に 

頼らずに自分のできることは自分でしょうと努力することができる人○ 
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2　わたしたちが考える｢将来の生活｣とは

わたしたちは,子供たちの将来の生活が豊かになるかどうかは,何よりも｢いま｣の生活

が充実していることが大切であると考えている｡また,わたしたちが考える将来の生活とい

うのは,本校卒業後の生活という意味合いが大きいことは否定しないが,それだけではなく,

一年先, -か月先,あるいは一週間先,明日までも将来ととらえている｡そのような意味か

ら,研究主題の｢将来の生活につながる｣という言葉の中には,子供たちが, ｢いま｣を少し

でも主体的,自立的に生き,その｢いま｣が明日の,あるいは-か月先の,一年先の将来へ

とつながり,そして,その積み重ねとして,子供たち一人一人が,卒業後に豊かな生活を送

ることができるような手立てを探っていきたいというわたしたちの思いが込められているの

である｡
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資料3　　　　研究計画と研究組織

1　研究計画

(1)前回の取り組み(平成6年度～平成7年度)

平成6年度 唸ﾊHｸh益��)6�*hﾘx*"ﾉZｨ*�.畏x*Hｭhﾅx/�-�+H+X,J8,ﾉ�ﾙ.�,hｺI,ｩyﾘ���
･研究体制研究内容.方法の理論研究と検討 

･各研究グループによる研究の基本的な考え方や内容,方法の理論研究 

･事例対象児の決定と実践的取り組み 

平成7年度 唳�9�ﾈﾊHｸh,ﾈﾊ�+ﾈ+X,h�9�2�
･各グループ研究の見直しと修正 

･事例研究の継続と推進 

･第8回公開研究会 

(2)今回の取り組み(平成8年度～平成9年度)

平成8年度

研究主題｢一人一人の子供の将来の生活につながるコミュニケーション指導の取り組

み｣の設定と共通理解

研究体制,研究内容･方法の理論研究と検討

一人一人の子供の持つ力を高めるコミュニケーション指導についての検討

(各研究グループによる研究の基本的な考え方や内容,方法の理論研究)

(事例対象児の決定と実践的取り組み)

子供や保護者の将来の生活-の願いを大切にして,長期的視野に立ったコミュニケーシ

ョン指導を行う方法の検討一

卒業後のコミュニケーション指導についての検討

平成9年度

一人一人の子供の持つ力を高めるコミュニケーション指導についてのまとめ

(各研究グループによる研究の基本的な考え方や内容の見直しと修正)

(事例研究の継続とまとめ)

子供や保護者の将来の生活-の願いを大切にして,長期的視野に立ったコミュニケーシ

ョン指導を行う方法のまとめ

卒業後のコミュニケーション指導についてのまとめ

第9回公開研究会
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資料4　　これまでのコミュニケーション指導の
問題点とは

1 I.TJ-ぜ家庭との連携が十分に図れなかったのか?

(1)その背景にあるもの-保護者との認識のずれ

平成6年度からの2年間の取り組みの課題として, ｢家庭との連携が十分図れなかった｣

ということがあった｡それでは,なぜ家庭との連携が十分に図れなかったのだろうか｡考

えられる理由の一つとして保護者が協力的ではなかったということが挙げられようが,め

たしたちは,決して本校の保護者が非協力的であったわけではないと考える｡保護者が協

力的だったにもかかわらず連携が十分に図れなかった理由として考えられることは,わた

したち教師が考えたことと保護者が求めるものに微妙なずれが生じていたからではないか

ということである｡わたしたちは,子供のコミュニケーションに関する状態から,子供た

ち一人一人に対する手立てを考え,それを保護者にも話をして共通理解してきたわけであ

るが,その際,どうしてもわたしたちの考えたことが主となってしまい,保護者にそれを

理解してもらうということが多くなりがちであったのではないか｡保護者としては,その

取り組みの必要性は感じられても,自分の考えとは違ったり,あるいはj　それが我が子の

将来にどうつながるかということが分からなかったりしたために,積極的な取り組みまで

には至らないことが多かったのではなかろうか｡

÷∴`三三 

事績 
教師が考えた目標の共通理解

輝鍵 

三三 
子供や保護者の願いを尊重した話し合い

(2)連携を図る方策-子供や保護者の願いや考えを尊重する

そこで,わたしたちは,子供や保護者と十分に話し合う機会を設けて,子供自身や保護

者の気持ちをまず尊重することが大切であると考えた｡しかし,それは,ただやみくもに

子供や保護者の考えを取り入れるというわけではない｡それでは,子供や保護者の願いを

尊重するというのはどのようなことかといえば,それは子供や保護者が持っている将来の

生活に対する願いや考えを踏まえて指導を考えるということである｡子供たちの将来の生

活は,その実態が一人一人異なるのと同様に一人一人別なものである｡子供たちの将来の

生活は,子供たちの状態により選択される面も大きいが,それと同様に子供自身の考え方

やあるいは子供の代弁者である保護者の考え方や生き方によるところも大きいのではなか

ろうか｡したがって,わたしたちが子供の将来の生活につながるようなコミュニケーショ

ン指導を行うためには,まず,子供や保護者の将来の生活に対する思いや願いを大切にし,

その実現に向けでの具体的な話をするとともに,それを実現するに当たって必要になるこ
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とを子供や保護者と一緒に考えることである｡そうすることにより,子供も保護者も,令,

ここでの取り組みが,自分たちの考える将来の生活につながるという見通しが持てるとと

もに,積極的に取り組むことができるのではないかと考える｡

2　なぜ入学から卒業まで一貫性のあるコミュニケーション指導ができなかったのか?

本校は小学部から高等部まであり,同じ教育目標の下,同じ考え方で教育が行われている｡

学年終了時には旧担任と新担任の間で話し合いの時間も設定され,文書等でも子供の情報の

引き継ぎを行っている｡そのような意味からは一貫性のある指導が行われていな小というわ

けではないのだが,それでも十分とは言い難い面もある｡それでは,どうすればもっと一貫

性のある指導を行うことができるのだろうか｡わたしたちは,このことを以下の四つの視点

から考えた｡

○　課題のとらえ方の尺度に共通性がなかった

これまでの取り組みでも,各担任が個々のやり方で,子供たちのコミュニケーションに

関する実態を把握してきた｡しかし,それは共通したものではなかったので,整理される

子供のコミュニケーションに関する課題が担任により違うということがあった｡子供を見

る尺度に共通陸があれば,同じ子供であれば全く別の課題になるということは少なくなる

のではないかと考える｡

○　目標の設定が単発的であった

わたしたちは,子供の課題を整理し,そこから目標を設定してきたが,自分が担任して

いる一年間の目標は立てることはあっても,もっと長期的な視野に立った目標まで立てる

ことは少なかった｡そのために,一年間の取り組みが終わり担任が変わると,新たな担任

の考えによって目標が全く変わるということも少なくなかったのではなかろうか｡そこで,

長期的視野に立ち段階的に目標を設定すれば,担任が変わるたびに目標も変わるというこ

とば少なくなるのではないかと考えた｡

○　担任の主観だけで目標設定がなされた

いくら長期的視野に立って目標を立てても,そこに妥当性がなければその目標は長続き

しない｡そこで,わたしたちは,長期的な目標を立てるに当たり,多角的な視点からの話

し合いを行うことが必要であると考えた｡これまでの取り組みで脂,一人一人の子供につ

いて,保護者と担任の間で話し合いが行われ,担任の主観により目標の設定がなされてき

た｡担任の主観でも妥当な目標を設定することができないことはないが;その場合,担任

の経験や資質によるところが大きくなってしまう｡したがって,担任以外の教師も参加し

て,多面的な視点から話し合いを持ち,長期的な視野に立った目標を設定すれば　これま

でよりも妥当な目標設定が可能になり,担任が変わっても目標が変わるということは少な

くなるのではないかと考えた｡

○　担任の主観だけによる評価がなされた

目標設定同様に,これまでは評価も担任任せであったということも一貫陸のある指導が

行われにくい理由の一つだったのではなかろうか｡つまり,できたかできなかったかの評

価も担任の主観によるところが大きかったので,担任､が変わると同じ指導が発展性のない

ままに繰り返されるということも生じてしまうのではないかと考えた｡そこで,詑価の仕

方も学部で検討したり,保護者と話し合ったりすることで,より客観性のある評価がなさ

れ,次の指導へとつなげることができるのではないかと考えた｡
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資料5　　　　初期アセスメントの実施

1　初期アセスメントとは

今回の取り組みでは,コミュニケーション指導を行う際に,まず担任が一人一人の子供た

ちに初期アセスメントを実施した｡アセスメント(assessment)とは,一般的に評価,ある

いは査定という意味であるが,簡単にいえば,指導前に子供の情報を整理し,実態を把握す

るものである｡ただ,これまでの実態把握と異なるこ･とは,初期アセスメントの目的が,単

に子供の情報を整理し,実態を把握することだけではなく,それが指導目標へつながるもの

でなければならないということである｡つまり,単に子供の実態を把握するだけではなく,

そこから何をずればよいかを考えるための評価であるといえる｡したがって,初期アセスメ

ントとは,指導目標を設定するための準備として,あるいは,指導目標を設定するための話

し合い( ｢子供や保護者の意見を聞く会｣)を円滑に進めるために必要不可欠なものであると考

える｡

2　初期アセスメントの内容

今回の取り組みで実施した初期アセスメントの内容は,大きく二つに分けられる｡一つは,

子供のこれまでの成長の特報を知るためのものと,もう一つは,子供のコミュニケーション

に関する情報を知るためのものである｡ (詳細は資料5-3から5-16まで参照)子供のこれ

までの成長の情報を知るための初期アセスメントでは,諸検査結果,家族,医学的な診断,

生育歴,教育歴のはかに,今回の取り組みの特徴として｢子供の将来の生活の予想｣という

項目を設定した｡なぜ,これが必要かといえば｢子供や保護者の意見を聞く会｣の前に,千

供や保護者に将来の生活について考えておいてほしいからということと,わたしたち自身も

それをある程度事前に把握しておくことで｢子供や保護者の意見を聞く会｣で子供や保護者

に提供する情報を事前に準備することができるからである｡

子供のコミュニケーションに関する情報を知り,課題を明確にするための初期アセスメン

トでは,コミュニケーションを幅広くとらえて, ｢言語｣, ｢社会性｣, ｢認知｣, ｢その他｣の項目

を設定し,行動観察を行ってその結果を記述式でまとめることにした｡行動観察をする際の

目安として,各項目ごとに評価の観点とその説明を付け,その観点に沿って子供のコミュニ

ケーションに関する状態をまとめられるようにした｡評価の観点は各グループ研究での理論

を墓にして設定した｡形式をチェック式にしなかった理由は,チェック式にすると簡単にで

きるという利点があるものの,逆に,子供一人一人の細かい状態までを把握することは難し

いということが拳げられる｡行動観察する中で　綱かな視点で子供たちを見ていくことが,

一人一人に応じたコミュニケーション指導をするためには必要不可欠であると考えた｡ただ

し,現実的なことを考えると,一人一人の子供に対して,評価の観点全部について記述して

いくことは大変な労力を要する｡そこで　わたしたちは,今回の取り組みにおいては,その

子供にとって必要と思われると担任が判断した観点を中心､にまとめていくことにした｡
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3　初期アセスメントの実際

実際に初期アセスメントを実施するに当たり,わたしたちは,保護者に子供のこれまでの

成長を聞く際も,あるいは,家庭でのコミュニケーションの様子を聞く際も,必ず保護者に

会って,あるいは電話で,直接話をして聞くようにした｡つまり, ｢書いてください｡ ｣とお

願いするのではなく,直接講を聞いて担任教師がまとめるという手続きを大切にした｡それ

ば,書面よりも直接話を聞いた方が細かいニュアンスまで把握することができると考えたか

らである｡初期アセスメントは,最初の-年目はすべてを作成しなければならないことから,

大変な面も多かったが,二年目になると-年目のアセスメントを基にできるので,時間的に

も,労力的にも随分負担が軽減されたと考える｡

4　取り組みの成果と課題

(1)成　　果

●　評価の観点として共通の項目を設定したことで,同じような視点で子供たちの行

動を親察しその様子を整理することができるとともに,それが｢子操や保護者の意

見を聞く会｣での資料として有効なものになった｡

●　子供や保護者に事前に将来の生活を考えてもらうようにしたことで,家庭で子供

の将来の生活について話題にすることが多くなるとともに,実際の｢子供や保護者

の意見を聞く会｣でも中身の濃い講をすることができた｡

●　子供一人一人について詳しく初期アセスメントを実施したことで,子供の持つ課

題が明確になり,目標が焦点化できた｡

i 

避l 

●コミュニケーションの各要素(言語,社会性,認知)に関するアセスメントがで 

きたことば良かつたが,それらをまとめて,子供の全体像として整理する必要があ 

る○ 

●各グループ理論を基に評緬の観点を設定したが,その内客や具体例の妥当性につ 

いて,検討し共通理解を図る必要があるoi 

●子供や保護者の意見を聞く前にアセスメントに関する話を聞くこと脂,時間的に 

難しい面も多い〇時間設定を考える必要がある0-(-本校では二年目からは家庭訪 

間の際に聞くようにした) 

●今回の取り組みでは担任が必要と思われる観点だけについて記述したが,本来な 

らコミュニケーション全般について実態を調べ,その中で特に課題のあるものにつ 

いて再度調べることが必要である○次年度の取り組みの中で,見直しをする必要が 

あるo 
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児童生徒に関する初期アセスメント

対象児氏名:

生年月日:昭和･平成　　　年　　　月･　日生

学部,学年: 部

記入年月日:平成　　　　年　　　　月　　　　日

記入者氏名:



資料5-4

1　標準化された検査結果

(I)辰見ビネー知能検査

IQ (　　　)　　MA (　　　)　　(平成　　年　　月実施)

(2) S -M社会生活能力検査

SQ (　　　　)　　SA (　　　　)　　(平成　　年　　月実施)

身辺自立　　移

(　　)　(

(3)その他

2　家族に関する情報

(I)家族構成(年齢,学年)

意志交換　　集団参加　　自己統制

(　　)　(　　)　(　　)

(2)家族以外で対象児によくかかわる人(特にいる場合)

3　医学的な診断･検査結果に関する情報

(I)診断名(分かれば診断機関名まで)

(2)その他の検査結果

(3)服薬の有無と内容(薬の種類,使用期間など)
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4　生育歴に関する情報

(1)妊娠中,出産時

(2)乳幼児期(離乳,首のすわり,座り,一人歩き,始語など)

5　教育歴に関する情報

(I)これまでに受けた指導(保育,療育,教育など)

教育機関名 弍ｨｭB�指輩内容 

(2)現在,学校以外で受けている指導

教育機関名 丶ｨ跖鳧ｯ｢�詣導内容 



資料5-6

6　子供の将来の生活の予想

(I)子供の将来の生活に関して

･子供に将来どのような生活をさせたいですか｡

その際にどのようなことを身に付けさせたいと思いますか｡

将来的にどんなことが問題になると思いますか｡

(2)コミュニケーションに関して

･　コミュニケーションに関して,現荘問題になることがありますか｡

コミュニケーションに関して,できるだけ早く身に付けさせたいことがありますか｡

コミュニケーションに関して,将来どんなことが必要になると思いますか｡
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平成　　年度　　児童生徒のコミュニケーションに関する初期アセスメント

(小･申･高)学部　　(　)年　氏名(　　　　　　　)　記録者(

評価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

義 鶴 ��ｹ�(+Xﾋ駢H決､�,ﾉUﾈ�*ｨ*�.�*薬�○伝達手段として話し言葉を十分に活用できない子供で話し言葉以外の伝達手段を整理する○ 

･決まった動き ･なん語 ･原初語 ･クレーン行動 唸�9�ﾙ4�,X,ﾘ,�*(*ｨ��ｹ�*ｨ*�.�<�.�,ﾈﾗ9:�/�+x.�,h*ｸ,�.h*ﾘﾊ�+�.俎9:�7�5��ｸ96��

(例)おしっこをしたいとき-脚をバ夕バ夕させる 

･話し言葉の形をとらない話し掛けるような発声o異なる音節の組み合わせや抑揚があるように聞こえるがそれが 

何かのものを表すものではないo 

･正しい言葉ではないが,簡単な音の繰り返しや組み合わせである特定のものを表す. 

にさ ま重 口にi 剪円��7ﾘ987ﾒﾘ��+(-�/�ﾈ4ｸ�ｸ4ｸ�ｲﾘ*�-�.��

･自分の要求を満たすために,相手の手や腕をつかんで目的物を取らせようとする行為o 

･手さし,指さし ･サイン ･その他 唸輾*ｸ+X,h,ﾙ�ﾈﾛx+X輾/�zx,H,Bﾈ*�.�<�.�,ﾈ.�,ﾈ/�輾+xﾗ8貢��ｨ訷,ﾉ(ﾘ�8/�ｪｸｴ�+x.�.�,ﾈ.(裨n(,�9ｨ*h.�+ﾘ-�,ﾈ.��

のなど指きしにもいろいろな意味がある.手きしとは,人差し指が未分化のために手のひら全体あるいは数本の指 

で対象を指し示す行為○ 

･伝達を目的とした意図的な動作oサインを大きく三つに分けて考えている○一つ目は子供にかかわる特定の人だけ 

が分かるその子供独自のサインの段階｡二つ目は,子供のサインが一般的に理解されているもので初めて会った人に 

も分かるその子供独自のサインの段階〇､三つ目は一つのサインが一つの意味を持ち,より多くの人が理解できる共 

通性のあるサインの段階o 

･関連するものを使つての要求o写真カ｢ドや絵カードを使つての伝達などo 
に=ミ 請 ��ｹ�(+Xﾋ駢H,�.h.儷ﾈ�*ｨ*�.�*��｢�XｫYw�ﾎ｢�○伝達手段として,主に話し言葉を活用しているoあるいは,伝達手段としての活用は困難でも表出としては可能な 

場合o 

｢おはようo｣,｢こんにちはo｣のあいさつなど日常生活でよく使われる言葉の表出○ 

･一語文 二語文 ･多語文 唳%�ﾎｨ,�.h.一兒ｨ,ﾈ�9�ﾘ/�6�*h.�&丶ｶ�+ｸ,ﾉ%�ﾎｨ,ﾙgｹx�%�ﾎｨ齷�ﾈ*ｨ鰄,(�9j�+�*�,X,ﾘ,�*ﾒﾈ.�,(,hﾔﾈ*(�9j�>�vX/�Uﾂ�

現している場合も多い｡(例)ごほん-ごほんが食べたい 

二つの単語の組み合わせにより意図を伝える段階○単語の組み合わせは名詞+名詞,名詞+動詞,形容詞+名詞な 

どあるが,どの組み合わせができるのかなども整理しておくo 

･三つ以上の単語の組み合わせにより意図を伝える段階o単語の組み合わせ方を整理しておくことo名詞だけではな 

く,話をつなぐ動詞や複雑な言い回しを可能にする助動詞や動詞を活用しているが疑問詞,接続詞などを使って, 

自分の言いたいことをより相手に分かりやすいように伝えようとするか,｢が｣｢に｣｢を｣｢は｣などの助詞を主 

語,述語の関係を理解した上で使用できているかなどについても把握しておく. 
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評価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

子吉 三五 〇日 亳��nr�ﾋ�����･会話を進める力 ･話題を提供する力 唸檠�(,ﾈ､ｨ跖*ｨ,X*ｸ.�,�,x齷Zｨ,ﾈﾋ�*(+ﾘ*(+�,h.(ｴ8鰄+�/�I�訷,�6�*h.x.ｨ.�+�,h�ｲ�

･応答する力 唸檠�(,ﾉ(h,X咎9ｨ,X*ｸ.�,�,y�ｨ訷,ﾈﾋ駢H,ﾈ�9j�/�yﾘ��+X,Bﾈ+ｸ.ｨ,��+h,I9ｨ*h.�+�,f��

･話縄を維持する力 唳�ｨ訷,h,ﾉ�)��/�ｺItﾈ+X,�*�.x�MH,刎(/�+R陞�(/�ﾇ���+X,H*(*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�+�,j��

･柏手や状況に応じた話し掛け ○特異な表現があるか〇 ･エコラリア. ･代名詞の逆転 �)D��8,ﾉ�ﾊ8.*(ﾊ�&ﾘ.x,ｩ�ﾊ8,�,y�ｨ訷,��+h,Bﾈﾖﾈ*h,I�(+x+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ.な+ｸ,ﾈ,h*ｸ,ﾈ�8ｻX,俘x,�+ﾙ�(+Y_ｸ/��

することができるo 

･相手の言った言葉をそのままオウム返しする(即時性)oまたは以前聞いた言葉を思い出して繰り返す(遅延 

性)｡ 

｢わたし｣｢あなた｣など代名詞自体の意味が理解できずに誤った使い方をするo 

･同じ貿間の繰り返し 唳:�+i�ﾈ,�ﾙ7�.�ﾈ-ﾈ+ﾘ,ﾘ�檍*I�ﾈ+(,h,�ﾙ7�.�:�+hﾞｹn(/�ﾄｨ.云H+z��

･特異な言い回し ･特異な音の繰り返し 唸+ｸ,ﾈ��ｹ�,ﾘ�9j�/�6�*h,H*(.�,(.�.�,X.�自Lｩ4�,蔚ﾈﾋｸ,X,�*(+ﾘ-�,凉ﾘ��+8.ｨ,�*ﾘ*(ﾋ�*(��+Z��

(例)｢指輪のギヤンデイ｣-｢下校します｡｣の全愚昧 

｢テケテケ-｣など音のリズムを楽しみ,意味はあまり有しないような繰り返しo 

･会話のイントネーション 唸8(6ﾘ6x�ｸ98,X*�-ﾈ.悪H��*ｩ6�.ﾘ,�,H+�,�*(.h*H,斡�､)4�,掩(+Y_ｺ��

哩 ��ｹ�(+Xﾋ駢H決､�,ﾈ詹&�,�.h.凉ﾘ��,ﾘ,r�.ｨ*ﾘ.x*(*�.�*��｢�Xｽh鉅.(輾麌,ﾉyﾘ����ｹ�(+Xﾋ駢H,�.h.凉ﾘ��,ﾘ,x.ｨ*ﾘ.x*(*��.�*���Ykﾈ霾,ﾉyﾘ��:韋ﾂﾈﾆ�vX霾,ﾉyﾘ���○話し言葉では伝わらないが,何らかの別な方法で分かる場合o 
･動作やサイン.写真カードを見ての理解などo(例)胸の前で腕でかける(X)を件る-禁止が分かる.鉛筆の 

写真カードを見る-鉛筆を持ってくることができるなど 

解 凵尨bし言葉はどのくらい分かっているか○ 

･名詞を言って実物や写真,絵カードなどを指すことができる｡動詞,形容詞を聞いて,実際に行動できたり.絵 
lここl 唸ﾌIkﾂ霓h鈔ﾈ輾麌,���+x.凉ﾘ���カードなどを見て指したりするo 

請 勍呼名とは自分の名前を呼ばれて分かること｡禁止とは｢○○をしたらダメ｡｣という言葉でやめることo指示と 
ば｢○○をここに置きなさい○｣という直接的にそのものを触ったり,示したりする指示が分かること｡まだ指 

元の場合,抽象的な言い回しや目の前にないものに関する指示,あるいは時間的に間がある指示が分かるかどうか 

なども調べる方が望ましい｡ 
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評価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

読 み ��ｹ<x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.�*��｢�Xｴﾈﾘh,h+X,H,ﾉ]兔｢�Y[ﾘ嵋kﾂ�･平仮名,片仮名,漢字など',製本的には読むことができないが自分の名前などある特定のものを表わす文字は読 
むことができるo 

･平仮名を読むことができるか0-単音,蝉語,文 

･片仮名 唳]�嵋kﾈ/�<x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.�*��ﾙ%�將ﾉ%�ﾎ｢�
ここI 享盈 9日 勍漢字 唳�I��/�<x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.�*薬�

書 き ��ｸ��*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�*��｢�X,�+ﾈ.��･なぞり書きができる.-実線のなぞりo点線のなぞり.形のなぞりo文字のなぞり. 
･視写 唸ﾊ�,H��*ｸ�+x+�,h*ｨ,X*ｸ.��ﾘﾆ�,ﾉF��饉h鬨,ﾈ雕���

･自書 ○文書力 ･作文や日記 唸巉.�ﾊ�,�*(,Y[h鬨/���*�.帝[ﾘ嵋kﾂﾉ]�嵋kﾂﾈｫ�｢��Xﾞﾉ[h.)?ｨｴﾈ/���*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.停ﾘ*(,(.�:�+h+�,h+�*�/���*ﾖ��磯h*ｮTｸ*�.鑓ｴ8鰄+�*ｨ��*�.薬�

そ ��ｹ*隕���･�,ﾘ,�*(*��ｲ�○聞くことに関して問題になることばないか○ 
○きつ音はあるか. ○梯音障害はあるか. ○発音不明りような音はないかo ��ｸ*ｸ,(尨,h,ﾒﾈﾎｨ將ﾈ尸��%�ﾎｨ,ﾈﾄｨ.云H+X.(処*ｹ�ﾈ,�+X,�,x,ﾈ��8*ｨ*�.�*｢ﾉ�9yﾙ4冽h獣或�*8�ｩlｨ.)<�.�,ﾈ�ｩl｢�

でおごる)によるものと生理的要因(器質的なもの)によるものがあるoどちらの要因によるかの判断は難しいが, 

の 剳ｪかれば記しておきたい○ 
iO構音障害とは特定の詰寄を多少とも習慣的に誤って発する現象を言うo症状としては,置換(おとうさん-おとう 

他 凾ｽん),省略(はい-あい(h音の省略))などがあるo 
〇一撥音器官に問題があるために,それが原因で聞き取りにくかつたり鵜苫できなかったりすることがあるoその際 

は,どの音が聞き取りにくいか,あるいは櫛昔可能かをチェックしておく必要があるo 

社 ∠ゝ �8��○情緒は安定しているかo ◇不安定になる要因 ･パターンを崩されることへの抵抗 ��ｸ�顏�*ｨ��.�+X,H*(.�*�,x*H*�,h*(*H+�,h,iW8��.�,�,�.冽h宿/�,X*ｸ.�+�*�隕ﾘ,�+X+ﾘ*(�ｲ�
･道順,校時,バスの時刻などが予告なしに変更..(あるいは予告されても)されたときなどo 

:富貴 悼 儼��･儀式的行動の阻害 唸ｶ�Y�4俎9:�.�7�5��ｸ98,ﾈ自YH,X*�.�'Brﾈ+�+�,X,ﾙ<�,�(ﾗ9:�,ﾉ�ｨ･�8,偬H*ｸ/�*�*(,Hﾖﾈ*h.停円��6�ｨﾎ2ﾈﾆ��

室に入るまでに特定の場所に行ったり,何かをする前に,ある一定の奇妙な行動をしたりすることが邪魔されたと 

き○ 
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評価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

･社 .∠ゝ ������･変化への不適応(場面.人.時間な 唸�-�,H,ﾈ�ｨ�.(ﾆ��,���+X�ｹW94ｸ呵/�麌+x�ｲ�

ど) 唸巉.x*�,ﾉwh宿*ｨ*�.�,ﾘ+�+�*ｨ+ｸ.ｨ*ｨ巉,�,ﾈ*凉ﾘ��,X*ｸ,�*(�ｨﾘx�ｲ�

･意味不明 ･その他 ◇不安定になった際の行動 :かんしゃく 唳�iyﾙ4�,�.�,ﾂ駢hｸ�*ｩ,ｨ.x,�*�,�+ﾘ,h*ｸ,�,x�ｨ爾�Xﾈ8+X*(ｻｹ[��9�H,�,�.りｸ8*(+ﾘ.な.ﾘ-�*(+ﾘ.な詹�ｸ/�,�+ﾘ,�+ﾘ+8+�+ﾘ.�+x.���

･自傷.他傷 唸齷Zｨ齷�x/��,(*�+ﾘ.ｉ:ｨ/�+ﾘ+ﾘ*ﾒ韶�/�*�-�,�,r痛�ﾉ�ﾈ/�ﾕXﾈ(+X+ﾘ.�+x.薬�

･奇声 唳�X*ｸ,��ｨ/�vx+�+�+ﾘ.なｮ�ﾘ,��ｨ/��+X+ﾘ.�+x.��ｲ�

･行動の滞り 唸+ｸ,ﾈ�ｨ*�.y:�*�,�*ﾘ,�,�+ﾘ.な鵁,ﾈﾗ9:�-h昏.ｨ,�*�,�+ﾘ.�+x.��ｲ�

･その他(つばはさなど) 唸�8��決､�,ﾈﾗ9:踉�

○感情の統制は可能か○ ○感情の表出に問題はないかo ��ｸ�8ｻX,俘x,�+ﾙ9ﾙ�x,ﾈ,h.ｨ+ﾘｫH��,ﾉUﾈ���8ｻX*�.xﾖﾈ*h,H齷Zｨ,ﾈ+x-x*ｸﾗ9:�*ｩZｨ*�.り+ｸ,ﾈﾗ9:�*ｨ,X*ｸ.��*�.�*(,ﾒ�

受け入れられる｡ 
:王毒 悼 劒Yk9Uﾈ��,�+�,h*ｩ�ﾘ*(,�,xｫH��/�ｫH+h+8+�,�*)Uﾈ���ｲ�

･表情 ･感情表出の非運緩さ ○その他 ･常勤行動 唳<ｹ�(�*(�+X+ﾘ.る<ｹ�(ｸ8*ｸ�+X+ﾘ.�,h*(,�+ﾘ�8ｻX,俘x.ﾘ,�*(ｫH��,ﾉUﾈ�*ｨ*�.��｢�X�鈷,ﾈﾗ9:�,�4ｸ呵+X,H*(,�*(ﾗ9:�,Ymｩ4�*ｨ,�*(ﾗ9:�/�zY:�4�,�5�6X8ﾈ4�5�487h,�ｩ.磯隴H決�8ﾄｨ.云H+x+�,f��

･多動 唳O��ﾘ,凅�+�(X*ｸ*ｨ,�*ﾒﾉ�(*h+�:�*ｸ��.り+h,�,h+X,H*(.x.ｨ,�*(�9�J��

･その他 唸�8��決､�,ﾈﾗ9:��ｲ�

対 ��ｩ�ﾈ/��8�+X,H*(.�*薬�〇人を人として憲識することができるo 

人 唸4�485(985�4�6r�･目と目で見つめ合う○視線を合わせる｡相手を意識して目を合わせることができるo 

関 唸ｺI:�(ﾘ�2�･特定の対象に相手の注意を促して関心を共有するo 

係 唸ｴ8鰄+�,ﾈｺItﾂ�･周りの人や友達と同じ気持ちになるo一緒に不安になったり.喜んだりする. 
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評価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

社 ∠ゝ エ真 悼 俶���ﾂ�ｭb�ﾅr�〇三項関係は成立しているかo ◇二項関係 唳�ﾈ,i�ﾉ?��ﾈ+�*�,ﾈｭhﾅv�H,�.�,ﾈ.)�h蓼�(*ｩ?ﾈ.x,�*(ｭhﾅv��

｢うだう関係｣の成立 ◇三項関係 唸��ｹ�,i<�.�,ﾉ�Y�ﾂ育�ｹ�,ﾈｭhﾅx,ﾉ(h,X��:�/�ｺItﾈ+Rﾈｴ8鰄+�/�ｺHｫH,X*ｸ.�(+�,ﾉ�ﾊ8,h*(*Hｭhﾅx*ｨ,X*ｸ,H*(.��

か.ここでは,間にものを介さなくてよく(二項関係),お互いに向かい合った状態で相手の気持ちの揺れに身体的 

に同調しだ情動を勘こした通じ合いがあることが必要o 

･人と人との間にものが入り,そのものを介しての関係o 

｢並ぶ関係｣の成立 ｢提示の関係｣の成立 ｢やり取りの関係｣の成立 ○対象に応じたかかわりができている �(*H+ﾘ*Hｭhﾅz8*ｩ�ﾉzx+X,H*(.�+�,h/���/�,痛?��ﾈ,ﾉn(,�.�,ﾈ*ｩ?ﾈ,�,H*ｸ+ﾘ,h*ｸ,倅��ｭhﾅx*ｩ�ﾉzx+x.��ｺ)¥�-Hｭb�

係｣では,｢うたう関係｣が成立している子供と大人(子供)が,同じものを見て,同じことを感じることができる 

ことが必要. 

｢並ぶ関係｣が更に高まると,一緒に見るだけではなく,子供の方から大人(子供)の方へ自分の持っているもの 

を見てという気持ちが出てくる○｢この人｣に自分の持つこれを見て,同じように感じてほしい,また感じたいとい 

う関係o 

･｢提元の関係｣が高まると,次は自分の持っているものを相手に陵したい,相手の持っているものをもらいたいと 

いう気持ちがでてくる.そして,そのやり取り自体を楽しむような関係になるoただ単にもののやり取りができる 

ことではなく,やり取り自体を楽しんでいるかどうかが重要o 

○特定の親しい人とのかかわりと見知らぬ人とのかかわりできちんと区別してそれに応じたかかわりができている 

かo �*��ｹ�ｨ訷,��+h+ﾘ*�*�.ﾘ.�*ｨ,X*ｸ.�*��ｲ�

〇人との距離はどうか○ ○集団参加はできるかo ��ｸ��駘ｨ,ﾉ�ﾈ,X.�ｮx/�ｽ�,8*�.�+�,h,�.�(*ｨ,�*�,�+ﾘ.にTｹwh決�8,ﾈ自.�,ﾈｹyz8*ｨ,�*(,i�ﾈ,h,ﾈｭhﾅx*ｨ鰄,H,�*�,8+ﾒ�

りするo 

○集団行動をする中で他の人と同じ行動がとれる.ち.るいぼ,集団行動に抵抗を示さず積極的に参加することがで 

きるo 

輿 蛛 ● 関 心 ��ｸ巉,仆ｹj�隴i�8*ｨ*�.�*��ｲ�○子供がどのようなものに興味.関心を示しているか○ ･志向性の強い刺激 ･志向性の強いもの 唸ｫHｦ�以2��xｦ�*隕�雕ｦ�,�,r�,h+X,Bﾈ��ｹ�*ｨ,x,ﾈ.h*H,域以8,���+X,IKﾘ呵+Rﾈｻｹj�/�麌+x*��ｸ*�.�*(,ﾙ���

極的にかかわっていっているかo 

･どのようなもの(衣,音楽,ゲームなど)に,子供が興味を示しているかo 

･興味.関心のある話題 唸.h*ﾘ+x.儘H*ｸ,掩)�なｻｹj�隴i�:H,ﾈ*�.刎)��,ﾘ巉*薬�

･その他 唸�8��決､�,Xｻｹj�隴i�:H/�麌+x.�,ﾈ�ｲ�

○特定のものへのこだわりはないか. ��ｸ�ｨ�ﾈ鳧ｭBﾉ�bﾉX�ﾈ,�*�*(,�,y<�.�,ﾈ.�,ﾈ,���+x.�+�+�.ﾘ.�*ｨ*�.薬�
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評価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

社 ∠ゝ 王毒 悼 冰b�-��○どのような遊びをしているか○ ��ｸ��ｹ�,ﾉuh-�,�,(*(,B�+ｸ,ﾉ>�vXｷ�-�ﾆ��H/��騫ﾘ+x.���

◇遊びの内容 唸輾ﾏﾉ�ｸ,ﾈｺﾘ*(謌ﾈ8,h.��(,�.�*ｨ*�.俶以8,���+X,H,x,ﾈ.h*H,�*�*�.ﾘ,�,H*(.�*薬�

･感覚遊び ･物を操作する遊び ･見立て遊び 忠~�倩ｸｦ�以2委X謌ﾈ2�,���+X,Bﾈ訷/�ﾏX,ﾉ_ｸ,�*�+H+X,H-�.x-�.x+8+�.�+�,h/�ｮﾈ/�,X*(.���YZ�/���ﾞﾈ+x.冰h-�,�,ﾙ?�,(,ﾉ&丶ｸ*ｨ*�.り+ｸ,ﾉZ�,ﾉ<��ｸ,ﾘｭhﾅx,�*ﾙ��ﾞﾈ+X,Hｧ�+X-�&丶ｲ逸H,ﾈ*�.�+�.�/�8ｨ+�,Iub�

ぶなど)ど,その物の特性を考えてその特性に応じた操作をして楽しむ段階(車のおもちゃを車として見て.坂道を 

走らせるなど)に分けられるo 

･ある物を別なものに見立てて遊ぶ○(例)木の枝を飛行機に見立てて,飛ばすまねをして遊ぶなど○ 

･役割交替遊び(ごっこ遊び) ◇遊びの形態 ･一人遊び 唸*�.冩�,�,�.�*ﾈ,(,B�+ｸ,ﾉo�/�<�+h+ﾘ.にo�/�ﾏ��h+X,Hｧ�+X-騏h-��~��-ﾈ-ﾈ+(,iuh-��｢�Y��ﾈ.)ti$(,ﾈ+�,h,ﾘ�8�+�+�,鎚自�ﾈ,Yuh-H+�,h/�ｧ�+X-��ｲ�

･並行遊び 唳�Y�ﾈ.)ti$(,ﾈ+�,h,ﾘ�8�+X,H*�.な+ｸ,ﾈ�ｨ,�,ﾘ耳�,�*(.�.�,ﾈ,ﾂﾈ耳�,冰h,�+�,�+ｸ.ｨ+ﾈ.ｩ¥ｨ��,疫h-�/�+x.���

･やり取り遊び 唳�Y�ﾈ.)ti$(/��8�+X,B�+ｸ,ﾉ�Y�ﾈ.)ti$(,h耳�,侏陷(*�,ﾈ6X�ｸ7ﾘ/�鰄,�,Iuh-H+�,h/�ｧ�+X-��ｲ�

･集団遊び 唸ﾌ(��,Yuh-H+�*�,X,ﾘ,�*ﾒ頷y&8,X巉*�,ﾈ6X�ｸ7ﾘ/�鰄,�,Iuh-H+�,h/�ｧ�+X-��ｲ�

坐 活 普 慣 ��ｹ?ｨ�ﾙ4�,�*�*(+8,(*ｨ,X*ｸ.�*��ｲ��ｸ+ｸ,ﾉ�ﾂ�○日常的なあいさつを知っていて.状況に応じてすることができるo 

i認 知 ��ｸｫHｦ��:隸ｨ,�ｹ��*ｨ*�.�,h輊.ﾘ.ｨ.��ｨﾘx�ｲ���)(ﾘ�8+x.處ﾚ2���ｸｫHｦ��:隸ｨ,h,ﾘｫHｦ�,h暮:�,h/�:ﾘ*�+�,�*ｨ.rﾈ､�X,ﾉTﾉZ�/�Dh�+X+ﾘ.る�h+X*(�ｩlｨ,�4ｸ呵+X+ﾘ.�+x.�+�,h*ｩ(b�

心になる時期である○発達年齢で言えは2歳ころまででピアジェはこの時期を6段階6内容に分けて考えている｡ 

･｢注意する力｣は｢見る｣,｢気付く｣,｢弁別する｣の三段階に分けられるo 

〟-対象への注視の持続 勍対象を注視することができることoまだ注意をある時間持続できることo同様に.注意して聞くことができるこ 

とやそれを-短時間持続できることも調べておきたい. 
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評価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

認 刺 唳�h.(ﾆ�,�,x雕ｦ�4�,噂�ｸ-h,ﾈｴ9WH*ｲ�･注視した後に,その視覚的な特徴や変化に気付くことo 

･視覚的な特徴や変化による弁別 ◇｢イメージする力｣ 忠~��.�/�+"ﾙ�I�bﾈｭｸ*"竏+ﾘ+�+Rﾈ+�,ﾉ&丶ｸ,X,ﾚ)�J:(ｭｸ**8,h*(*Hﾋ駢H,ﾘﾋ�*h,�*ﾘ,H.�.h*"竰�

･見て,気付いたことを頭の中で分類し,憲味付けすることができること.ものを見て名称が言えるということば 

それに関する弁別ができていることになる. 

･隠されているものへのイメージの持続 ･同じもの,同じ色,同じ形によるマッチ ング ･ものの属性によ符号化 ◇｢見通す力｣ 啝(488��ｸ5x+x.處ﾚ8,ﾚ(侭��+x.�2ﾊ(ｭi��WH*�.�2ﾊ)XHﾘh嶌+x.�8,ﾈ蕀&丶ｸ,兒ｨ*�.x.ｨ.停�
･子供の目の前でものを箱の中に入れふたをしたときに,それが箱の中にあることが分かっていることo隠されても 

それがそこにあることがイメージできることo 

･同じもの同士のマッチングができることや関連のあるもの同士を結び付けること. 

･一つの符号が一つの意味を表すような記号系への変換ができることoサインや言葉の習得は符号化である. 

･ものへの志向性 ･ものへの働き掛け ･結果を見通したものへの働き掛け �(ﾊ�,ｨ+y|ﾚ8,ﾚ(.�,ﾈ-hﾏﾈ*�*J2ﾊ(.�,ﾈ,�:ﾘ*ｸｧﾈ*�.�2ﾊ);H��+x.�8,ﾈ蕀&丶ｸ,兒ｨ*�.x.ｨ.停�

･ものへ積極的にかかわろうとする興味や意欲があるかoまなどのようなものに興味を示すかoさらに,目と手の 

協応動作は確立しているか. 

･ものを動かしたり,操作することでその結果が分かることo大事なことば操作したこととそれによる結果の関係 

を試行錯誤的なものでもよいから分かっていることであるo 

･試行錯誤的な活動をせずに頭の中で考えて結果を見通すことができること.例えばがん具や機械などの操作が 

◇｢模倣する力｣ �,x+�/�,x*H+x.｢椄x-�*ﾘ,h*(*H+�,h*ｩZｨ*�,�,H*(,I:�*�+�.�+�,h,�,v��
｢模倣する力｣は,｢見慣れた動きの模倣｣,｢新しい動きの模倣｣,｢覚えた動きの模倣｣の三段階に分けられ 

･見慣れた動きの模倣 ����
･子供がよく見慣れた動きで自分で自分の動きを見て確認できる動きの模倣o 

･新しい動きの模倣 忠~�冦ｨ,ﾉ��,X訷/�+ﾘ+ﾘ*ﾖ��
･子供にとってあまり見慣れない動きで,自分で自分の動きを見て確認できる動きの模倣○ 

･覚えた動きの模倣 ･音声模倣 唸轌uh-�,�,x鳧ｭH*ｨ+ﾘ,�,H.�輊*(�+X,Ilﾙ^ﾘ,X*ｸ.ｸ+�,f�-ﾈ+ﾒﾉ:饂�,ﾈ-ﾈ,ｸ/�+x.�,�,x,ﾈ�ｹ*Y4�,瑛ﾙ^ﾘ*ｨ,X*ｸ.�*�,r�

うかもチェックしておきたい○ 

･聞き慣れた言葉の模倣や聞き慣れない音声の模倣,新しい言葉の模倣がどのくらいできるかも調べておく方が望ま 

しいo 
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評価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

認 知 ��ｸ･ID���ﾈ,ﾉ&丶ｸ,�ｹ��*ｨ*�.�,h輊.ﾘ.ｨ.况r�○概念とは.事物,轟象に対するカテゴリー化の働きによって働く推論の網の目であり.多くの推論を可能にし得る 

合〇 ･自己への気付き,自分を取り巻く環境への �.h*H,挨ID��ﾈﾆ�,ﾈ自YH,h+X,I�hﾝﾘ+x.��･ID���ﾈ,h,ﾒﾈ�ﾘ,��ﾘ*ﾘ,ﾉ�I�/��)Eﾈ,�+x.丼ID��ﾈﾆ�/�ﾆ��ﾈ+x.�+�,h,X*��

る｡ 

･自分の身体についての憲識(頭.肩などの身体各部位の位置の理解)や自分を取り巻く環境の中での自分の位置を 

気付き �ｹ_�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�+�,j�-ﾈ+��ｹ¥ｨ,ﾉyﾘ��.(齷Zｨ,ﾈ�tﾉZ�,ﾉyﾘ����

･聴く ◇言葉を使うための力 唳�ｨ訷,ﾈﾋ駢H,�(ﾘ�8/�ﾏﾈ*�+ｸ,ﾈ,h*�.�,俎9:�,X*ｸ.�+�,f��

(例1)｢ちょうだい｣とか｢見せて｣という指示に従うことかできるo(カード式ポーチ-ジ乳幼児プログラ 

ム1,2歳) 

(例2)｢積み木｣,｢ボタン｣,｢犬｣,｢小さい箱｣,｢はさみ｣などのカードを見て.｢はさみを積み木 

の側に置いてください○｣などの簡単な命令の実行を行うことができる｡(辰見ビネ-知能検査:3歳) 

◆言葉を取り出す働き ･思い浮かべる ･保持する ◆判断する働き 唳�ｨ訷,ﾈﾋ駢H/�*�*(,B韭兒ｨ,ﾉ(h,Y'���+8.ｨ,H*(.丼ID�/�訷ｧﾈ*�.�,�+X,Bﾈ+ｸ,ﾈ揄Zり馼�ｸ/�X(*�-x+ｸ.ｨ/�諄*h.��

ように自分の中に保持すること○ 

･言葉を聴いてその華物.事象やそれに関連する寧物事観を思い浮べることができること｡ 

(例1)ある単語を聴いて.それに応じた撃物,事象を表す絵や写真カード.または具体物を取ることができ 

る｡ 

(例2)｢りんご｣という言葉を聴いて,関係する言葉を挙げることができるo 

･思い浮かべた華物,事象を保持することができるo 

(例1)｢5-8｣｢2-8-3｣の数字の順唱ができる○(辰見ビネ-知能検査:2歳～3歳) 

(例2)｢8-1-6｣などの数字の逆唱ができるo(辰見ビネ-知能検査:6歳～9歳) 

(例3)｢時計には針が2本あります｣という文を聴いて復唱できる○(辰見ビネ-知能検査:5歳～9歳) 

(例4)図形を見て記憶することができる○(辰見ビネ-知能検査:7歳～10歳) 

･自分の中に蓄積されている概念を手掛かりにして言手動や出来罫概念問の問題解決をすることo 

･推測すること 唸齷Zｨ,ﾉ(h,�'���+8.ｨ,H*(.丼ID�/�訷ｧﾈ*�.�,�+X,Bﾈﾗ9:�.(�x悦ｸ,ﾉ�ﾈ.�.CRﾈﾋH宿.(ﾈｸ惠/��I�ｨ+x.�+�,f��
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謡価の観点 豫�5�,ﾉ��k霍�-�ｾ��ﾉ~��

認 刺 唳Gｩ��+x.�+�,b�XｭhﾅyWH*�.�+�,b���ﾉ�ﾈ+x.�:ﾘ*ｲ�(例1)｢～したら,どうするの?｣という質問に答えられるo(辰見ビネ-知能検査3歳～5歳) 

(例2)｢なぜ｣,｢どうして｣という留問に答えることができるo(ポーチ-ジ乳幼児プログラム5歳～6 

歳) 

･自分の中に蓄積されている概念を手掛かりにして,行動や出来奉を時間的順序に従って配列することo 

(例1)日常的な行動などを順序よくカードで並べたり,言葉で言ったりすることができる. 

(例2)話の筋に合わせて3-5枚の絵を並べて話すことができるo 

二つ以上の概念問の関係を分類や類推,比較などをしながら関係付けることo 

(例l)見慣れた物の用途を言うと,その物を指さずことができる○また,見慣れた物の用途を自分で言うこと 

ができるo(ポーチ-ジ乳幼児プログラム:2-5歳) 

(例2)仲間に入らない物を言う｡(ポーチ-ジ乳幼児プログラム:4-5歳) 

(例3)｢お父さんは男ですoお母さんは?｣などの欝問に答えることができるo(辰見ビネ-知能検査;5 

歳) 

(例4)｢バナナとみかん｣,｢はさみと包丁｣などの類似点について説明することかできる.(辰見ビネ-刺 

能検査;7歳～9歳) 

(例5)｢犬と鳥｣,｢飛行機と自動車｣などの違いを説明することができる.(辰見ビネ-知能検査:6-7 

歳) 

(例6)用途が同じ｢手袋と靴下｣などの違いを説明することができる.(辰見ビネ-知能検査:7歳～9歳) 

(例7)間違いのある絵や話を見たり聡いたりして,不合理なところを指摘することができるo(辰見ビネ-刺 

能検査;4歳～9歳) 

･取り出す働きや判断する働きにより生み出された一つ一つの言葉を組み合わせて,文として構成することで構文 

力とも呼ばれるもの. 

(例1)人の動作や絵カード,5WIHの入った文章などを見て,｢だれが?｣,｢いつ?｣,｢どこで?｣, 

｢何を?｣,｢どうした?｣の賛間に答えることができる. 

(例2)｢〇〇〇は(が)△△△をロ口□するo｣の〇〇〇や△△△,□口ロの中に言葉を入れて文章を作るこ 

とができるo 

(例3)｢子供.花.野原｣,｢馬.犬.大きい｣などの三つの単語を使って,一つの文章を作ることができ 

るo(辰見ビネ-知能検査:7歳-10歳) 
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資料6-1

資料6　　　子供や保護者の意見を聞く会

1  ｢子供や保護者の意見を聞く会｣の実際

わたしたちは,前述したように,家庭とこれまで以上に連携していくためには,子供自身

や保護者の願いや考えをできる限り尊重し,その願いの実現に向けて取り組むことが重要で

あると考えた｡そこで,子供や保護者が自分たちの将来の生活をどのように考え,何を望ん

でいるのかということを十分に聞き,それを基にどのような指導をするかを話し合う｢子供

や保護者の意見を聞く会｣を一人一人の子供に対して実施することにした｡この会を開くに

当たり,わたしたちが考えたことば,できるだけ多面的な視点からの話し合いをしたいとい

うことである｡ここでいう多面的な視点とは, ｢一個人の考えによるものではなく,様々な角

度から考える｣ということである｡また,話し合いが適切なものであり,それに基づく継続

した取り組みを行うためには,この多面的な視点が必要不可欠であると考えた｡具体的には,

保護者側には,家庭の中でその子供にかかわるすべての方に参加してもらうように事前に話

をした｡特に,父親と母親で考え方が違う場合も少なくないので,できるだけ両親そろって

出席するように依頼するとともに,どうしても一方の親しか参加できない場合は事前に家庭

で十分話をしてもらうようにした｡また,学校側も担任だけでなく,進路指導及びコミュニ

ケーション指輩について専門的な立場から話ができる教師が各一名ずつ参加するようにした｡

( ｢子供や保護者の意見を聞く会｣の具体的な実施方法については,資料6 - 2から6 -4ま

でを参照)

-1､､誌で頚 ;,,::+ 縛 a 處畏ﾃ�ﾒ��"�ｴV訂��T��ﾂ�津､"簫�ﾓﾃﾒﾘｶ�爾�:涜 ∴! 膏 ∴り ��以醐申穂擬IIi 翻醐翻. 劔劔 � �� ��∴∴十 � 

--染ま計上 劔劔� 鐙5h����｢��� 

､∴∴i-iー 'T.,'''- IJ.′虫鴫 '■一〇一二 時-. ����8ﾉ2������ �.撚 ��Ｙ爾�����k��.b� 末侭4�� 劍���や�劔 �-8*ﾒ� 

-.`Ih f ����ﾈ��x爾罟�ｲ�剪�劔fX���ﾒつﾂﾙ�"ﾈ8��

-'Ie.. 頂�ぺ�h�Z"���2ﾂ篳敲耳ｶ2�X自}ｲ��ｲﾆ�*粐���I,r二一響 競 剋﨑ｨ:守 劔��

霊6-戦嬉 剪ｩ一i灘y I～《'●ヽくま � 俑粤ｲﾒﾂ���r�X�(���ｨ���謁蕕ｨ���陳�闔ｪJC�ﾘ"�剃崩���ぴ褸�ﾂ�劔討ｲｳ｢ｲｷ'"�

N圃墓囲 ､え .a_';,_? ��-イ__._想〇㌦ I-,.Ii 剪���員ﾈ�b�耳�b�劔 劍��(h爾�+�耳耳爾(爾籀���｢u2ﾒ����Κ���ｧF�����hｬ��

i-,--謹J 停ﾒ� �� � 啌b�,,&= "驚議 劔/譲 �;鬱 劔 辻2�ﾆR�2�ｴﾒ��r��r�

･鷺さ､涼 �68��ﾒ� 剿��������-8*ﾙ>ZB��b�劔��

∴∴言.チ∵∴子 ������X叱抱���耳示ﾒ貭�剪｢ﾕ���� ��������iiヾ＼〔＼iYi 鐙.r��ｨ,Rﾒ�:∴ � 鐙x�･E�*ﾒ�� ��

A,i--.,- ��� �� 劔j�� 劔剋q∴ ∴∴∴. 言,∴ ��

.言,.-.mm:i ��員ﾂ��ﾒﾆ陳ﾒ粫���#,_2.. ち: �.●:-∴ ノ＼-,I ��凉ﾗﾒr篦�Sｨ��."ﾘ����&��� 劔剪� 
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資料6-2

2　｢子供や保護者の意見を聞く会｣の具体的な実施方法

(1) ｢子供羽呆護者の意見を聞く会｣を開くまでの準備

保護者と担任との話し合い

(家庭訪問)

初期アセスメントの実施

●　子供や保護者が自分たちの将来の生活をどのよう

に考えているか,また,どのような願いを持ってい

るかということを,家庭訪問の際に話題にして担任

が事前に把握しておき,それを基に今後の話し合い

の資料を作成する｡

●　初期アセスメントで,生育歴や家庭での様子等は

家庭訪問,あるいは日常の子供の送迎の際に(でき

ない場合は電話等で)聞いておく｡

｢子供や保護者の意見を聞く会｣ 

の日時決定 

｢子供や保護者の意見を聞く会｣ 

の参加者決定 

･子供,保護者(家族) 

･担任(2-3名) 

･進路担当教師(1名) 

･研究担当教師(1名) 

｢子供や保護者の意見を聞く会｣

参加教師事前打ち合わせ会

｢子供や保護者の意見を聞く会｣

の実施

●　実施予定日を配布し,保護者に都合

のよい日を連絡してもらい日時を決め

る｡

●　家庭において子供とかかわりがある

方はだれでも参加してほしいとお願い

するとともに話し合いに参加して意見

を言える子供についても積極的に参加

させる｡

●　具体的,多面的に進路の話や指導方

法についての話ができるように,原則

として他学部の進路,研究担当教師も

参加するようにする｡

●　担任が作成した初期アセスメントの資料等につい

て学校側の参加者で共通理解をするとともに,その

子供についての情報交換や子供や｢保護者の意見を

聞く会｣でテーマになりそうなことについて話をす

る｡
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資料6-3

(2) ｢子供や保護者の意見を聞く会｣の手順

ア　初めての｢子供や保護者の意見を聞く会｣の場合

会の説明をする (司会,記録は担任が行う) ●　最初に, ｢本会は子供や保護者が考え

ている将来の生活について十分に聞くこ

参加者の紹介

会の主旨説明

時間の確認

会順の説明

子供や保護者の願いや考えを聞く

子供の家庭での様子

将来の生活設計

その生活で必要となること

学校への指導上の要望

子供や保護者の考えを踏まえて話し合いを行う

担任教師　　一子供の実態から

進路担当教師一将来の生清とい
う観点から

研究担当教師-　コミュニケーショ
ン指碧という観

点から

仮目標を設定する (目標の方向性を確認)
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とが目的であり,それを基に,子供の将

来の生活において必要となることを話し

合う｡ ｣という主旨を保護者に伝える｡

●　何よりも子供や保護者の願いや考えな

どを聞くことを優先する｡子供や保護者

が具体軸こ考えていない場合は,夢や詩

聖を話してもらう中で具体的にしてい

く｡

●　初期アセスメントを基に保護者にアド

ソヾイスしたり,進路指導,コミュニケー

ション指導という立場から子供や保護者

が考える将来の生活を実現するに当たっ

て必要なことなどを話し合ったりする｡

●　上述の話し合いを基に,コミュニケー

ションに関する今後の指導の方向性を共

通理解する｡



資料6-4

イ　2回目以降の｢子供や保護者の意見を聞く会｣の場合

｢子供や保護者の意見を聞く会｣の2回目以降については,基本的には1回目に話し

合って共通理解した長期的な目標に向けてのより具体的な話が中心になる｡ただし,千

供や保護者の将来の生活に関する考え方に大きな変化があった場合は,その考え方に基

づいて,長期的な目標を修正する必要が出てくる｡そのような場合を除いて,原則とし

ては,長期的な目標については不変のものとして考える｡そうすることで,一貫した取

り組みが可能となると考えるからであるが,そのためには1回目の｢子供や保護者の意

見を聞く会｣で適切な目標が設定されていなければならない｡

●　前年度の取り組みを保護者,教師で評価

し目標やそれに基づく取り組みが適切であ

ったか等を話し合う｡

●　前年度の取り組みを行ってみて,子供や

保護者が新たに考えたことや要望,質問等

がないか聞く｡

●　本年度1年間取り組む目標について具体

的に話し合う｡
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3　｢子供や保護者の意見を聞く会｣の成果と課題

(1)成　　果

●　子供の将来の生活に対する保護者や教師の意識の高まりが見られた｡

【保護者】

｢子供や保護者の意見を聞く会｣に参加したことにより,家庭で子供の将来の

生活について,以前よりもよく話すようになったり,早目に考える必要性を感じ

たりするようになった｡

･担任だけでなく,進路担当教師や研究担当教師の話を聞くことによって,子供

の将来の生活について必要となってくるコ･ミュニケーション能力や,そのために

今何をすればよいかの見通しが持てるようになった｡

【教　師】

･様々な立場の教師が会に参加したことや,学部内でアセスメントや目標を共通

理解したことにより,子供をいろいろな角度から見ることができるようになっ

た｡

･進路担当教師や研究担当教師を交えて, ｢子供や保護者の意見を聞く会｣で話

し合うことによって,子供を指導する際に参考になったり,教師自身が子供の将

来の生活をより考えるようになったりした｡

●　子供たちの将来の生活という一つのテーマで子供にかかわる複数の人たちの意見

交換や共通理解を行うことができ,これまで以上に保護者と教師の接点が増えた｡

●　他学部の｢子供や保護者の意見を聞く会｣に参加することT,学級や学部を越え

て子供を見ることが多くなり,他学部の指導についても理解が深まった｡

●　学校任せではなく,家庭でも何かに取り組もうとする保護者の意識が高まった｡

最長国書話題 
i 

●実施時期を考える必要がある○ 

学年度の始まりということもあり,今回の取り組みでは4-5月に｢子供や保 

護者の意見を聞く会｣を実施したが,新担任になって十分子供の状態を把握しき 

れないうちの会の実施には準備等考えでも無理があると感じた○そのような意味 

からは,1学期を準備期間と考えて,｢子供や保護者の意見を聞く会｣を夏季休業 

申,あるいは,夏季休業前後に実施した方が,密度の濃い話し合いが余裕を持つ 

てできるのではないかと考えるoそうした場合,目標の設定を,2学期と3学期 

と考えるか,当年度の2学期から次年度の1学期と考えるかば検討中である○ 

●教師の専門性を高め,教師全員が専門家として｢子供や保護者の意見を聞く会｣ 

に参加できるようにする必要があるo 

今回の取り組みでは,進路担当の教師と,研究担当の教師が,専門的な知識を 

持った教師として,それぞれの立場から話をしたり,意見を言ったりしたOLか 
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し,全員の子供に毎年｢子供や保護者の意見を聞く会｣を実施するとなると進路

と研究の担当の教師だけに大きな負担がかかってしまう｡そのためにも,本校教

師全員が,更に進路に関することや,コミュニケーション指導に関すること,ち

るいはその他の必要なことについて研膠を深め,全員が専門家として他学部の｢子

供や保護者の意見を聞く｣の会に参加できるようになることが理想と考える｡

●　コミュニケーションだけでなく,子供の持つ全般的な課題についても取り組む必

要性がある｡

子供によっては,コミュニケーションよりも胞のことに課題が多く,その課題

についての目標を設定したいという場合もあった｡そのような意味で,子僕や保

護者の将来の生活への願いや考えを大切にするのであれば,当然コミュニケーショ

ン以外の目標も設定する必要がある｡わたしたちは,今回のコミュニケーション

という枠の中での取り組みを生かし,将来的には,子操の持つ全般的な課題につ

いても取り組んでいきたいと考えている｡

●　家庭でも更に実践してもらえるような手立てを探る必要がある｡

資料12の保護者のアンケート結果を見ると, 9割近くの保護者が｢子操や煤護者

の意見を聞く会｣の必要陸を感じ　子供の将来の生活について必要なコミュニケー

ションに関する力について見通しが持てたり,以前よりもよく考えるようになっ

たりしたと答えている｡しかし,家庭での実践に関しては, 7割強の家庭で目標

についての取り組みがなされたが,その目標達成は十分とは言えなかった｡その

理由を考えると,保護者の中には目標は分かっていても,具体的な取り組みとな

ると十分に把握できていないことも多かったということが上げられる｡そこで,

わたし"たちが,より分かりやすい情報提供をしていくとともに,一緒に立てた目

標については,呉港的な方法を示したり,あるいはすぐに実践できるように準備

までしたりすることが必要であると感じた｡
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資料7　　　　　目標の設定

1　目標の設定の手順

将来の生活につながる段階的,具体的な目標を設定するために図3のような手順で行った｡

初期アセスメントにより子供のコミュニケーションに関する 劔 

様相を把握し課題を整理する 

i 

l子供醒護者の意見を聞く会1 

子供や保護者の意見を聞く会で子供や保護者の将来 ��
の生活に対する願いを聞く 

I 

子供や保護者の願いや考えを踏まえて,参加者が 

様々な視点から話し合いを行う 

I 

l仮目標の設牢 

I 

仮目標を基に担任が目標を具体化する 剪�

I 

ー担任が具体化した目標を学部で検討する 

I 

学部で検討し修正した目標を基に保護者と話し合い共通理解する 

I 

目標の設定 

図3　目標設定の手順

2　目標設定の考え方

今回の目標設定においてば,将来の生活から段階的に考えるために,また,学校生活の節

目を考慮して, ｢学校卒業目標｣ , ｢学部卒業目標｣ , ｢学年目標｣ , ｢学期目標｣の四つ

の目標を設定することにした｡ (資料7-2参照)

目標設定に当たっては, ｢学校卒業目標｣ , ｢学部卒業目標｣は方向目標としてそれぞれ

の時点での期待される姿を想定して設定し, ｢学年目標｣ , ｢学期目標｣は指導方法,指導

場面が具体的に分かるような行動目標として設定した｡また,樹系図で示すことで,目標間

のつながりが分かりやすいようにした｡
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コミュニケーションに関する指導目標

申学部　2年　氏名(　0000　)

学　校　卒　業　目　標

いろいろな活動に見通しを持って主体的に

取り組むことができるとともに,場面に応じ

て言葉や絵カードで自分の意思を伝えること

ができる｡

子供が卒業する際.あるいは卒業後 
に期待される姿を想定して.方向目標 

として設定するo 

学　部　卒　業　目　標

興味･関心のある活動を.教師や友達など

身近な人と一緒に行う活動を通して人とかか
わる楽しさを味わうことができる｡

自分の欲しい物やしたいことを,言葉と絵

カードでいろいろな人に伝えることができ

る｡

家庭や学校で次に行う活動に見通しを持っ

て.自分から行動できる｡

子供が当該学部を卒業する際の期待 
される姿を想定して.方向目標として 

設定する○ 

学　　年　　目　　標

昼休み時間に言葉+絵カードで担任を誘い
一緒に遊ぶことができる｡

日曜日にファーストフード店で注文カード

を使って.自分の好きなメニューを注文して

食べることができる｡

毎日の日課で･,一人で食器洗いを行い,母

親に｢食器洗いが終わりました｣と言って.

確認を求めることができる｡

家庭や学校で自分でスケジュールカードを

取って活動したり,教室を移動したりするこ

とができる｡

学　　期　　目　　標

●　昼休み時間に担任にバドミントンの絵

カードを見せて. ｢ハドミントンする

よ｡ ｣と言うことができる｡

◎　日曜日にファーストフード店で注文

カードでお金を用意し,注文カードを指

差しながら｢これをください｡ ｣と言う

ことができる｡

○　日曜と月曜に,母親と一緒に食器洗い

に取り組み.洗剤の量を計ってスポンジ

につけ｡食器の汚れを落した後,母親に

｢終わりました｡ ｣と伝えることができ

る｡

●　学校で自分でスケジュール表を見て,

次の活動場所に移動することができる｡

○　家庭で絵カードを見て,洗顔-着替え
-朝食-歯磨き-登校準備という朝の活

動を言葉掛けなしで行うことができる｡

◎は家庭.学校共通の目標. 0は家庭での目標. ●は学校での目標を意味する

学絞卒業目標.学部卒業目標につなが 
るためには.本年度にどのようなことが 

達成されればよいかを具体的な行動日 

標として設定する○ 

学年目標達成に向けて,その学期で 

確実に達成できること.評価が具体的 
にできる行動目標として設定する○ 

｢いつ｣,｢だれが｣,｢何を｣. 

｢どこで｣するかが明示されている方 

が望ましいo 

爛
輩
7
-
2
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3　日横設定の実際

今回の取り組みでは,コミュニケーションを｢言語｣ , ｢社会性(情緒,対人関係,興味･

関心,遊び,生活習慣) ｣, ｢認知｣, ｢その他｣と幅広く考えるとともに(資料6参照) ,

子供たちの生活の質を高めていくような目標を設定することで共通理解したが,実際には,

以下のような目標が設定されていた｡

聞　入とのかかわり

困　惑恩の伝達

圏　認知的なカ

S獲　あいさつ

〔HH　手伝い

圏露　日記

園　貰い物

国領話･伝言

田　趣味

小　学　部

(18人)

申　学　部　　　　　　　　　　　商　等　部

(18人)　　　　　　　　　　　(29人)

図4　各学部の学期目標設定の実際

【補　足】

･人とのかかわりを豊かにすることに関する目標では, ｢他の人との情動的なっながりを

目指すもの｣ , ｢三項関係の高次化に関すること｣が主であった｡

･意思の伝達を高めることに関する目標では, ｢自分の意思を何らかの手段で相手に伝え

る｣ , ｢助詞等文法に関すること｣ , ｢言葉遣い｣が主であった｡

･認知的な力を高めることに関する目標では, ｢象徴機能の形成に関すること｣ , ｢見通

しを持った活動ができること｣ , ｢書字に関すること｣が主であった｡

【各学部の特徴】

●　小学部では｢人とのかかわり｣や｢意思の伝達｣ , ｢認知的な力｣というわたしたちが

考えたコミュニケーションにおける基本的な要素に関する目標が多く設定されていた｡

●　中学部では,基本的な要素に関する目標だけではなく,生活の質を高めるための目標が

多く見られるようになっている｡

●　高等部になると,より生活に密接に関係する目標が設定されていた｡特に,進路先から

の要望が多かった｢あいさつ｣や｢伝言,報告｣等に関する目標が多かった｡

●　申,高等部では象徴機能の形成といった基礎的,基本的な認知的な力を高めることより

も｢生活の中で活動に見通しを持たせる｣といった目標が多く設定されていた｡

●　申学部,高等部になると,家族の一員としての役割といった意味合いの｢手伝い｣に関

する目標や｢買い物｣ , ｢趣味｣等の余暇に関する目標も多く見られた｡
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4　今回の取り組みの成果と課題

i 

i 

●｢子操や保護者の意見を聞く会｣で,数人の参加者で多面的な視点から話し合い 

を行った結果,子供にとって何が今必要かということが整理されるとともに,それ 

に対してどのような取り組みをすればよいかについて具体的な様々準意見を聞くこ 

とができたoまた,それが実践に生かされたo 

●学校卒業目標として,子供たち一人一人の期待される将来の姿を明示したこと 

で,現在の指導が何のために行われているかということが,保護者にも教師にも分 

かりやすくなった○ 

●目標を文書で明示したことで,常にその目標を意識して取り組むことができた○ 

(特に保護者) 

●子供が持つ幾つかの課題の中から目標を絞り込み,取り組みの場面を限定したこ 

とでより焦点化されたアプローチができたo 

●限定された場面での取り組みであったが,そこでできたことが子供たちの自信に 

つながり,その結果,他の場面でもそれが般化されることも多く見られたo 

●学部の子供全員の目標について,学部の教師全員で検討し共通理解したことで., 

自分の担任している子供以外についても理解が深まり,学部で共通したかかわりが 

できるようになった○ 

●子供や保護者の願いや考えを踏まえて立てた目標だったので,家庭でも積極的に 

取り組む様子が多く見られた｡ 

●特に高等部の子供たちの中には,自分の将来を考えた上での目標設定ということ 

で,自分自身のために頑張ろうという目的意識を持って取り組む子供も見られた｡ 

(2)課題 � 

課題の中から,今何が一番必要かと考えて目標を絞り込むことが難しかつ ●子供の 

たoその結果,一人の子供に6-8個の学期目標を設定することになり,実際に取 

り組めずに終わることもあった｡目標の数は,一人4個種度が,確実に取り組むこ 

とができるようであったo 

●具菌的な目標の設定に努めたが,時間,場所,指導者のはか,指導内容や方法が 

はっきり分かる程に具体化できないことが多かつたo具体性に欠ける目標ばら達成 

度も低い頗向が見られた○ 
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資料8　　　　　評価の方法

1　評価の考え方

一人一人の子供の学期,学年目標が達成されたかどうかの評価については,以下のような

考え方で行うようにした｡
～

･学期目標をできるだけ具体的にすることで,達成できたか,できなかったかの評価が誰に

でも判断できるようにする｡

･一人一人の子供の目標達成の評価については学部の教師全員で行う｡その際,記録を見た

りVTRを活用したりして,より評価に客観性を持たせるようにする｡

･評価については,単にその目標が達成されたかどうかだけではなく,次の目標をどのよう

に設定するかという観点から行うようにする｡

･家庭の取り組みについては,毎学期実施される教育相談を利用して,担任が保護者に取り

組みの様子を聞き,達成できたかどうかを一緒に評価する｡

･評価の基準は基本的に表2に示すようなA～Bの評価の観点で行う｡

表2　学期末評価の観点(意味)

-評価 儷ﾘ廁,ﾈ�9j��

A 亂��8,�,X*ｸ.��移�.h.淫ﾘ+X5�6X6(7h4�6(7h+X+ﾙmｩUx-j���

B �-�-ｨ,X*ｸ.�*ｩ.�(X-ﾈ,X,�,ﾘ險,�,H*(,�*&�鵁,ﾙ:�+imｩUx,Xﾇ���+X+ﾘ轌;�*ｩTｹwb竰�

C �,X*ｸ+ﾘ.な,X*ｸ,�*�,�+ﾘ.�,X��.�+X,�*&�:�+imｩUx,Xﾇ���+X+ﾘ轌;�*ｩTｹwf��

D �-�,h/�,x,X*ｸ,�*�,�+ﾖ�.�*H晴+X5�6X6(7h5�4X98+X+ﾙmｩUx,X,ﾈ竧.��x-ﾘ*ｩTｹwf��

E 偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ,�*�,�+ﾚ�依H宿/�ﾖﾈ*h+ﾘ�8,YmｩUx,ﾈﾊ�+ﾈ+X*ｩTｹwh�ｲ��

2　評価の手順

学期末に担任同士で学校の取り組みに関する学期目標について評価をする ��

I 

i保護者との話し合いi 

I 

l一人一人の子供の評価の作成l(雛) 

l 

i学部で評価を行うl 

l 

I次学期の目標を設定するi 

図5　評価の手順
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3　評価の様式

実際の評価は,基本的にÅ-Eの評価基準とそれを稿足する特記事項で行った｡

衰3　評肺の様式

学期目標 儷ﾘ幵�特記事項 

●昼休み時間に担任にバドミントンの絵 カードを見せて,｢バドミントンする よo｣と言うことができるo �"�I ･バドミントンの絵カ-ドを見せること は,確実にできたが,｢バドミントンす るよo｣と言わないこともあった○来学 期も継続して指導していきたい○ 

◎日曜日にファーストフード店に行S, �2�･注文カードにお金を並べることは聞達 

注文カードでお金を用意し,注文カード 凾､ことが多く,母親がついていないとで 

を指差しながら｢これをください○｣と 凾ｫないことが多かつた○継続して取り組 

言うことができるo 凾ﾞ必要がある○ 

○日曜と月曜に,母親と一緒に食器洗い ���･母親に家での取り組みの様子を聞く限 

に取り組み,洗剤の量を量ってスポンジ 凾閧ﾅは洗剤の量,食器洗い,母親への 

につけ,食器の汚れを落とした後,母親 剳�嵩刳ﾔ違わずにスムーズにできるよう 

に｢終わりました○｣と伝えることがで 凾ﾉなった○来学期は｢食器洗いが終わり 

きる○ 凾ﾜした○｣と伝えるようにさせたい○ 

(◎は学校,家庭共通の目標, ○は家庭での目標, ●は学校での目標)

4　評価の実際

わたしたちは　その学期中に確実に達成できるような目標を設定することに努めた｡つま

り,評価でいえば　A評価になるような目標を設定したわけであるが,実際はどうであった

だろうか｡表315,各学部の学期目標に対する評価の実際である｡

【特　　徴】

●　表3を見ると,わたしたちの

当初の思惑とは異なり,各学部

ともB評価, C評価の数が多い

ことが分かる｡

●　ほとんどできなかった｡取り

組むことができなかったという

D評価, E評価も数は多くない

ものの見られた｡

●　表には表わされていないが,

各学部とも新入生の評価が,他

学年と比べるとC, D, Eの評

価が多かった｡  l

1.2 

27. �#2���2.I 8.8彩3.10.826.3 6. 20.3 

33. �3b繧�b�3剃��

高等部上; �-8,3 

中学宮 ��l}_ .∴ 32.9 

小学畠 �� 

図3　各学部の評価の実際(平成9年度1学期)
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5　今回の取り組みの成果と課題

(1)成果 � 

保護者と一緒に,あるいは学部で評価をすることでこれまで以上に的 ●毎学期 

確な評価ができたo 

●保護者 たo ●目標を �,hｻ8踪*ｨ耳�,儷ﾘ廁+x.�+�,h,Rﾉ�9D8/�鰄,�,H竧.��x-�,h*(*H�8�*ｨﾘ(-ﾈ,"�$)�ﾈ,X*ｸ,�*�,�+ﾘﾝｸ.�ﾈ+ｸ.ｨ*ｨ,�+ｩ$)�ﾈ,X*ｸ,�*�,�+ﾘ,ﾈ+�.ｸ*H,iZｩ�ﾙ4�,��

考えることがこれまでよりも多くなり,それが次学期の目標設定につながったo 

i 

●B評価,C評価が多かつたのは実態のとらえ方があいまいだったからと考えるo 

(特に他校,園からの新入生については-学覿早い段階で目標を設定することは無 

理がある) 

●B評価が多かつたということは,目標が具体的になっていなかったからであるo 

場面,時間指導者等が具体的になっていなかったために,｢A:完全にできる｣ 

という評価がしづらく,あいまいになってしまった｡ 

●教師によって個人差が大きい○どの子僕にもA評価が多い教師と逆にC評価が多 

い教師とに分かれていることが目立った○実態のとらえ方や目標の設定の仕方等, 

共通理解して教師によって差が出ないようにしたにもかかわらず個人差が目立った 

理由は,実践における取り組みの違いであったと考えられる○個々の教師が更に研 

修を積み,実践するための力を身に付ける必要があるo 

●できるだけ客観的な評価をということでVTRの利用を考えていた那,VTRを 

撮る時間がなくて十分に活用できなかったo 

●評価をする際に,目標そのものに無理があったのか,あるいは,指導の手立てが 

悪かつたのかをはっきり区別する必要があるo 

●今回の評価の観点では,目標の達成に関する評価と次の目標の考え方を一緒に考 

えるようにしたが,その場合,A～Bの5段階の評価では無理がある○例えば,違 

成度に関する評価でいえばAでも,次の目標に関しては,定着を図るためにも同じ 

目標を設定したいと考えた場合B評価としてしまう場合もあるoそのような意味で 

は,目標達成に関する評価と次の目標の考え方を一緒にせず,表記の仕方として 

別々にした方がよいo 
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資料9　　　卒業生に関するアンケート結果

本校を卒業した子供たちが,現重,進路先でどのような課題を抱えているか,あるいは,進

路先が子供たちや学校教育に向を望んでいるかを把握することは,子供や保護者との話し合い

においても情報としての意味が大きい｡また,それらの情報を踏まえ,必要に応じて目標とし

て設定することで,子供たちは将来の進路先での生活に無理することなく適応することができ

ると考える｡さらに,そのことが,進路先の人たちと｢伝え合い,分かり合う関係｣を主体的

に築いていくことにつながるのではなかろうか｡

そこで,わたしたちは,本校卒業生が勘いている県内の事業所,施設,作業所に対してアン

ケートを実施した｡以下,その結果をまとめたものである｡

1本校卒業生が鋤く中で卒業生自身が困っていると思われることに関して(複数回答)

【全体的な順向】

●　卒業生自身が困っていることとしては,

事業所,施設,作業所共通して｢会話がう

まくできない｣ことを一番に挙げていた｡

事業所では44%,施設,作業所では74%が

そのように感じており,施設,作業所の方

がその頗向が強かった｡

●　事業所では,会話に関すること以外で

は, ｢対人関係｣のことを問題としてい

た｡しかし,事業所の33%は,アンケート

項目への記入がなかった｡

●　施設,作業所では,会話に関すること以

外では｢対人関採｣と｢指示理解｣に関し

て同じ割合で問題として挙げていた｡

衰4　　アンケート結果1

項目 倬hｼh��施設 作業所 

対人関係がうまくいかない ��r�13 

指示理解が難しい 澱�13 

会話がうまくできない 鼎B�74 

記入なし �32�0 

【事業所:具体例】

･最初は皆となじめなく,会話もまったくなかった｡こちらで1年になるが,皆と冗談を言

ったり,話し合ったりしながら仕事に取り組んでいる｡指示しないと,次に冊をしていいの

か聞くこともしない状態で,ぼんやりしていることが多い｡

･勤労意欲も高く,よく就労してくれる｡社員の一人として堂々と駒いている｡

･いっもする仕事はできるけれど',いっもと違うことを指示されるとすぐにはできない｡繰

り返しするものはよいが, 1-2回で済むことはできない｡

･こちらから話し掛けても返事があいまいで会話が説かない｡本人の周りは皆お母さんくら

いの年齢の人ばかりで,みんなと言葉を掛け合っているので,こちらから言うことは全部分

かるが,ときときボーつとしてることがある｡でも,卒業して入ってきたときよりもすごく

成長している｡
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【施設.作業所:具体例】

･言葉が不明りょうで伝わりにくいことがある｡

･特定の園生とは会話をする｡自らは鋤き掛けをしない｡

･理解はするが表現できない｡いっも同じ言葉を繰り返している｡

･みんな園内の雰囲気になじんでおり,他の利用者の人たちとも一緒に楽しく作業生活をし

ている｡

･当施設の日課や規則の中では,本人が思ったとおりの自由気ままな生活ができにくい｡

･　ダウン症の園生については,言葉がはっきりしない,何か伝えようとする意欲はある｡

年々いろいろなことに興味を持ち,指導員等に話し掛けてはくるのだが,話の内容がはっき

りつかみきれない(状況が予測されるとだいたい判断できるのだが,はっきり分からない)

･訴えがあればできる限り理解しようと努力はするが,意思表示の苦手な人は精神的に満足

感が得られないのではないか｡園生問では会話のはずむ人,逆に職員に主として語り掛ける

人とケースが分かれる｡

･発語があまりないため,他園生との会話はない｡何をするにも指示待ちのために,相手に

伝えることもできない｡

･言葉を発せないために伝達手段がなく,本人が自分の要求を相手にどのように伝えたらよ

いか分からないように思われる｡身振り,手振りによって伝えられたらよいのだが,まだ,

それもできない状況にある｡

･言語,認知面での遅れが強く,指示の理解や他者とのコミュニケーションがうまくとれない｡

･周りが騒ぐと,自分の好きな音楽が聞き取れないためにイライラして,興奮して物に当た

る｡何事にも興味がなく,部屋でボーつと過ごすことが多い｡

･指示すると返事はするが内容を理解することができないために行動に移せない｡理解でき

たときは,慌てて行動に移したり,力加減が分からずに失敗したりする｡興味のある仕事は

頑張ってくれるが,自分の席に着かず床の上に座ったり,寝たりすることが多い｡やる気が

ないときには作業をしようとしない｡その持て余した時間に他人にちょっかいを出したり,

指導員の注意を引く行動を取って指導員にかかわろうとしたりする｡相手に伝えるサインが

うまく表現できないこともあり,まだ周囲の様子をうかがっているようである｡思うように

いかずイライラ.している｡何でも自分から進んでやろうとしない｡自分の気持ちを相手に伝

えられないので無口になってしまっている｡自分から友達をつくろうとしないので,暇があ

れば寝ていることが多い｡

2　本校卒業生が働く中で,職場や施設の方が困っていることに関して(複数回答)

【全体的な傾向】

●　事業所で22%,施設,作業所で26%が｢こだわりやパニック｣を問題として一番多く挙げ

ていた｡また, 17%の施設,作業所が, ｢勝手な行動を取ること｣を問題と感じていたが,

事業所ではそのような問題は感じていないようであった｡

●　｢指示理解｣と｢対人関係｣は,卒業生自身にとっても職場,施設,作業所にとっても困っ

ていることとして挙げている割合が同じ傾向にあった｡
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●　表5では,卒業生自身にとって｢会話｣や

｢伝達手段｣に関する問題が一番多く挙

がっていたのに対して,事業所や施設,

作業所にとっては, ｢こだわりやパニッ

ク｣が問題となっているようであった｡

●　その他の問題としては,事業所,施

設,作業所とも｢あいさつができな

い｣, ｢返事ができない｣, ｢根気がな

い｣などが問題として挙げられていた｡

【事業所:具体例】

･　指示されたことはきちんと正確であ

る｡入念すぎるため次の仕事にかかるま

で時間を要するが,今は一つの場所を責

任を持たせて覚えてもらっているので,

慣れたら自主的に頑張ると思う｡分から

ないことなどを自分から聞いたり,みん

なに相談したり,大分明るく仕事にも慣

れてきた｡電話連絡等は自分からするよ

うに指導している｡
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表5　アンケート結果2

項目 倬hｼh��施設 作業所 

指示理解が難しい 免ﾂ�12 

伝えたいことが分からない ���8 

勝手な行動を取る ���17 

こだわりやパニックがある �#"�26 

対人関係がうまくいかない 免ﾂ�lO 

その他 �#"�27 

記入なし �3B�0 

･毎月の仕事はできるけど-,それが終わり時間ができたとき,何をしてもらえばよいか指示

に困る｡

･仕事をする上T,必要な基本的な心構えは十分捕えているので特に問題はないが,生産工

場として特に品質管理上,重要視しなければならな作業を行う場面もあり,その際仕事を依

頼するのが難しい｡ただ,それらについてもある程度仕事を指示する当方の問題だと思う｡

【施設.作業所:具体例】

･職員として困っていることはない｡ ｢あるがまま｣障害を含めたすべてがその人と受け止

めて,園生と接するように心掛けている｡

･周りのことが気になって自分の仕事がおろそかになる(作業に集中できない) ｡

･園生同士で会話が通じなかったり,指示されたことで興奮したりする｡一つのことに対し

てばコツコツするが応用が効かない｡

･好きなことしか行動に移しにくい｡意欲,集中力,持続力等が乏しい｡自己中心的であっ

たり,胞の人との協力を得にくい｡自分の要求が通らないときに興脅しやすい｡

･　自分勝手でマイペースなところがみられる｡ということは,園内の決まりが守れないとい

うことであり,ときどきだだこねをする｡しかし,この態蔓がそう手を焼かすということではない｡

･基本的に入所者に対して施設が困るということは考えられない｡それが本人の障害である

ということではないだろうか｡克服するための施設であると考えている｡
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･排便を一人ですることができない｡　　　　　　　

･連絡がないと事故にあったのではないかと心配するので･,電話連絡を必ずしてほしい｡ま

た,本人ができるようにさせてはしい｡

･作業が雑で丁寧にできない｡好き嫌いが多く食べることに意欲がみられない｡どの行動に

.ついても時間が掛かかる｡作業意欲がない｡自分の要求が通らないと泣き出してしまう｡

3　学校教育に今後望むことに関して

【全体的な傾向】

●　事業所で31%,施設,作業所で48%が

｢基本的な生活習慣の獲得｣を一番多く

問題として挙げていた｡その中では,事

業所で･, ｢あいさつや,返事ができるよ

うになってほしい｡｣こと,施設,作業

所ではそれに加えて｢身の回りのことば

自分でできるようになってほしい｡｣こ

とが挙げられていた｡このように,鰭

設,作業所では,日常生活の中での課題

の解決を望んでいることが分かる｡

●　基本的生活習慣の獲得を事業所でも31

%挙げていたが,施設,作業所に比べる

と低い割合である｡その分, ｢協調

性｣ , ｢耐性や責任感｣ , ｢積極陸や自

主性｣など',事業所では仕事を円滑に進

めていく上で重要と思われることの方を

必要と考えている｡

【事業所:具体例】

表6　アンケート結果3

項目 傚(ｼh��施設 作業所 

伝達手段の獲得 唐�lO 

協調性の育成 �#2�13 

耐性,自主性の育成 ����19 

積極性,自主性の育成 ��R�8 

金銭的な基本的な知識 迭�2 

基本的な生活習慣の獲得` �3��48 

個人差はあると思うが,仕事ができ,鋤ける喜びを少しでも自分で感じられるようになれ

ば,積極的にまた,仕事をする楽しみや意欲がわいてくるのではないか｡自立心,親離れ,

子離れが多少必要ではないか｡

知的障害者といえども,大人になり,職場に入れば一般の社会人と同様に生活していかな

ければならない｡いつまでも親,身内の世話の申だけにいられず,いずれは自立していかな

ければならない｡したがって,自分一人で生きていく心構え,自分の荷重感の認識事故に

遭わない,他人からの害を受けない,自分の命と財産を守る等々,人並みの社会生活ができ

るように最低必要な生活常識の指導などが望まれる｡

あいさつや遼寧ができないわけではないが,冗談にしていいときか,ちゃんとするべきと

書かの判断ができない｡

知的障害者としては良しとせざるを得ない｡

現状では特に望むものはない｡

-　56　-



資料9-5

【施設.作業所:具体例】

･生き生きとした自分らしさを表現できる場面をたくさんつくってほしい｡

･作業と遊びのけじめがつけられれば｡身だしなみについてもっと家庭との協力を密にして

ほしい｡

･体が大人になるということに対して,本人も保護者も今ひとつ分かっていないように感じ

る｡特に着替えの方法,トイレをするときの服の着脱や身だしなみの整え方などもう少し早

く指導してもらえたら身に付くのではないかと考える｡保護者に対しても知的な遅れがあっ

ても体は年齢相応に発育することを意識付けてもらいたい｡いっまでも子供扱いでは,園内

の生活になじめない｡大人としても意識付けをお願いしたい｡

･施設では生活の流れの中で自然と覚えてくれるよう生活,作業指導をしており,長所は大

いに伸ばし,短所は気長に訓練するということで特に望むことはない｡

･本人に伝えたいことがあまり理解できないため,何らかの形で伝達手段を身に付けさせて

ほしい｡指示待ちが多く,指示をしないと行動しないため,その点を指示なしでも行動でき

るように訓練してほしい｡洋式トイレでは排せつできるが,和式での排せつがしにくそうな

ので,和式トイレでの排せつの訓練をしてほしい｡

･言葉がなくてもあいさつや返事が態度で示せるように(頭を下げるなど)幼児期からの指

導が必要ではないか｡また,少なくとも数時間は作業に集中できるような忍耐力を身に付け

てほしい｡

･　こちらの言葉掛けに対して無反応では作業内容を理解できているか分からないので,明る

く返事や会話ができる方がよい｡時間に遅れたり,時間一杯作業に取り組むことができない

と,団体生活を乱すことになるので,時間に対して敏感であってほしい｡

･発達全般を押し上げるような指導をお願いしたい｡

･人とのかかわりを多く持つようにしてほしい｡他の人に合わせられるようにしてほしい｡

･援助する側の自己知覚｡ノーマライゼーション理念の理解｡早期発見,早期療育のための

手立て｡本人の人生を見据えて,節目節目に大抵の目標を立てる｡こちら側がどういう援助

をしたかというよりも,本人はそれをどう受け止め感じたかが大切｡自分で自分を治めるす

べを学童期のうちに体得する｡それからコミュニケーションの幅を持たせていく｡施設との

引き継5､,説明,連携をより密に行う｡学校における機能･役割をよく考える｡発達レベル

に応じた個への指導を｡個別にかかわる時間を保障する｡はっておいてあまり問題のない固

執と改善を要する固執を分けて考える｡本人独自の精神世界を理解すること｡

4　職場や施設で,本校卒業生とうまくコミュニケーションをとるために,取り組

んでいることに関して

【事業所:具体例】

･毎日,朝礼,終礼に出席させて,みんなの意見を聞かせる｡いろいろな行事に参加させ

る｡

･名字で呼ばずに名前で呼び,親近感を持たせる｡

･胞の従業員の方と同じなので特にない｡ただ,会社で忘年会,旅行,レクリエーション
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等,何か行事がある場合に,家庭への連絡をとって.いる｡
●

･本人との対話を十分に心掛けている｡家庭の方との定期的な連絡｡

･例えば,慰安会や旅行など,事前に話しておけば,とても楽しみにしている様子が伝わ

り,何らかの効果がある｡言葉で表現できないだけなの?,楽しみを持たせ,褒めてあげる

ことを心掛けている｡

【施設.作業所:具体例】

･　とにかく密に園生と撰する｡園生が毎日書く日記に交換日記風に返事を書く｡毎日取り組

んでいる作業に参加場面を増やし,自信をつけるとともに達成感や園生同士の連帯感を深め

る｡行事やレクリエーションを楽しく行う｡

･親への意識付けをさせるためにこちらから保護者への鋤き掛けとして, ①毎日の連絡帳の

活用, ②作業開始前の身だしなみのチェック一覧表による確認を行っている｡ ②について

は,各項目ごとに,個々の名前を書いていくためか,徐々に効果が出てきつつある｡

･園だよりを年数回発行し,また,行事等にも親子で参加していただいている｡適所の方に

対しては,毎日の連絡帳で状態報告して,個々の立場で伸ばしていけるように連携を密にし

ている｡

･適所の方については連絡帳を使い,保護者の方との連絡(その日の作業中の様子を指導員

が書いたり,通園前や昨夜の様子を保護者が害いたりなど)を密に取り,連携した指導がで

きるようにしたりしている｡

･毎月の第3日曜日を面会日として,本人の現状況を担当職員が保護者に報告し,保護者の

考え等を聞かしてもらっている｡その他,主な家庭との連携は, 4月の親子一日遠足, 8月

の盆行事, 10月の運動会, 11月の保護者同伴の慰安旅行である｡

･本人を交えて生活指導担任と家庭との電話連絡｡保護者が来園されでの個別療育相談(本

人の将来について,進路,施設でのより幸福な生活) ｡絵画,陶芸,音楽,翠,スポーツ,

クラブの活動｡

･本人がどのような考え方,要求があるのかを理解するために,朝,夕の送り迎えの際,職

員とお母さんとで情報交換を行っている｡通園日誌の活用｡

･連絡帳で家の様子や作業場の様子など特に変わったことがあれば報告する｡休憩時間など

積極的に話し掛けたり,一日一言の言葉掛けや視診をする｡それぞれ興味を持っていること

は何かを把握しておく｡

･ 24時間の生活を理解した上での対応を図る(前日の睡眠の状態,食事の状態,排せつの状

態など,様々なことを指導者側が理解した上での翌日の指導に当たる) ｡細かな指示はしな

い(本人ができる範囲での指示,指導を行い混乱させない) ｡指導者側の要求を一つに限定

し伝え完了させる｡学園での指導内容を家庭にも伝え,同様の対応をお願いする｡

･　ラポートをつくるように努力している(言葉掛け,本人の気持ちをくみ取る等) ｡親へ連

絡し,施設と家庭とで同じ目標を設定し,話し合いながら本人に努力させる｡
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資料10　　　進路先との連携と卒業後の指導

1　進路先との連携

子供たちが,本校卒業後に,進路先でも様々な人たちと主体的に伝え合い,分かり合う関係

を築いていくためには,子供たちの進路先とわたしたちが連携を密にして,進路先の人たちに

子供たちに対する理解を深めてもらうことが不可欠であると考える｡そのような意味では,こ

れまでも卒業生の進路先と話し合いを持ったり,進路担当の教師を中心､に職場を訪問して様子

を闘いたりしてきたが,より一層連携をするために,本校高等部では,平成8年度卒業生から

｢卒業生個票｣ (資料10- 4から10- 6参照)を作成し,それを基に卒業時に進路先と話し合

い,卒業生への理解を深めてもらうことにした｡

2　卒業後の指導

本校を卒業した後の子供たちの様子を閲べてみると(資料9参照) ,進路先で周りの人たち

と十分にコミュニケーションが取れずに困っている例が少なくないことが分かった｡しかし,

実際に困っている卒業生は,現状では相談する場もあまりなく,一人で悩んでいたり,あるい

は,家族も心配していたりと問題解決は容易ではない｡そこで,わたしたちは,卒業後も子供

たちが様々な人たちと主体的に伝え合い,分かり合う関係を築いていけるように,それを支援

する場を設定したいと考えた｡具体的には,卒業生の悩み(特に周りの人たちとのコミュニ

ケーションについて)を聞く場を定期的に持ち,子供や保護者の相談に乗ったり,アドバイス

をしたり,あるいは話し合いをしたりする｡また,その悩みや問題を進路先にも伝えるととも

に必要に応じて話し合いを持っなどである｡しかし,これらの取り組みをいきなり全卒業生に

実施することは無理がある｡そこで,今回は,平成8年度の卒業生の中から,特に卒業後の継

続指導が望ましいと思われる子供一人を選び,その子供への取り組みを通じて,わたしたちが

できる卒業後の指導について考えていくことにした｡

3　卒業後の指導の実際

(1)対象児

1. K (女)　昭和53年6月生, 19歳　(平成9年3月本校卒業)

(2)障害の状態　　申度精神発達遅滞,色素牲乾皮痘

色素性乾皮症の進行で,脚力を中心に全身の機能が低下してきている｡

特に,自力歩行が困難になってきており援助を必要とする｡

(3)コミュニケーションの状態

○　言語理解:障害の関榛で聴力が低下してきているが,簡単な指示は,向き合ってゆっ

くり話すと,大抵内容が分かるようである｡移動をさせたり,何かをさせた

りする際は,言葉や身振りを添えたり,あるいは善いたりして理解させると

行動もスムーズである｡
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0　表出言語:言葉は不明りょうで聞き取りにくいが,要求をしたり,したいことば告げ
i

ようとしたりする｡時々,はっきりとした発音で言葉を発することができる

ものの,聞き取れないことが多い｡

○　対人関係:知っている人であれば,興味のあるものを見つけると,揺さLLながら教

えようとしたり,相手の返答を求めようとしたりする｡初めての人でも,辛

　　　を振ったり,言葉を掛けたりしてかかわりを持とうとする｡

○　趣　　味:一人遊びが多く,パズルをしたり,絵をかいたりする｡漫画を読んだり,

テレビを見たりすることが好きである｡

(4)進路先

適所の作業所に保護者と一緒に週､5回通っている｡

(5)指導の実際

ア　計　画

〇　月1回第3土曜日の午前中を来校日に設定し,そのときは本児と保護者に学校に来て

もらい現在コミュニケーションに関して進路先で困っていること等の話を聞く｡

○　コミェニケ-ションに関する問題点について具体的なアドバイスをする｡

○　進路先とも話し合う機会を設定する｡

イ　実　際

〇　月1回第3土曜日に話し合いをすることはほとんどできなかった｡それは,保護者が

都合が悪かったり,学校行事が入ったりしたためである｡しかし,それに代わる日を設

定して来校してもらったり,電話で連絡を取り合ったりば月1回以上行った｡

○　話し合いの内容は主に本児の意思の伝達の方法についてであり,具体的には以下の通

りである｡

･色素性乾皮症の進行により,本児の言葉は徐々に保護者にも伝わりにくくなってき

ている｡そのような意味で･,今後,言葉に替わる何らかの伝達手段を身に付けさせた

い〇

･進路先では常に保護者が一緒なので意思の伝達に困ることは少ないが,他の園生と

直接かかわりを持つことはあまりない｡また,保護者がいないときのことを考える

と,他の人にも本児の意思が伝わる伝達手段が必要である｡

○　保護者との話し合いの結果,本児が使えるようなコミュニケーションカードを作成

し,それを使用して自分の意思を伝えるようにすればよいのではということになった｡

○　そこで　旧担任が家庭用と進路先用の2部コミュニケーションカードを準備し,実際

に使用するということで共通理解をした｡

○　実際には,進路先で本児が要求する場面等がなかったり保護者も多忙だったりして,

十分にコミェニケーションカードを使うまでには至っていない｡

○　進路先とは話し合いを随時持ち,本児のことを理解してもらい,本児のペースで作業

をさせてもらうなど学校在籍時と同じような配慮をしてもらっている｡また,他の子供

とも保護者の代わりに援助をしてもらうなどのかかわりが見られるようになった｡
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(6)まとめ

●　対象児への取り組みで明らかに在ったこと

本事例の場合,卒業後の指導により,対象児が進路先の人たちと, ｢伝え合い,分かり合

う関係｣を主体的に築こうとするまでには至らなかった｡その理由としては,対象児自身が

自分の気持ちが伝わらないということに困っていないということが挙げられる｡なぜなら,

対象児自身は,自分のしゃべっている言葉は相手に伝わっているものと思っており,また常

に母親が一緒で自分の要求はだいたい母親が分かってくれるからである｡また母親がいない

ときは要求を出すことが少ない(要求を出さなくても一人で過ごすことができる)ので,母

親も意識的にそばにいない時間を設定したり,進路先の人から話し掛けてもらったりした

が,時間的に短かったこともあり,対象児の方に相手にかかわろうとする意欲があまり見ら

れなかったようである｡

しかし,進路先と随時対象児のことについて話し合いをする中で,進路先の人たちの対象

児に対する理解が深まり,対象児に合わせたかかわり方を心掛けてもらえたことも事実であ

る｡そのような意味では,卒業後に子供たちを取り巻く環境に撒き整即するということは,千

供たちが進路先においていろいろな人たちと関係を築いていくためには不可欠であると考える｡

また,今回の取り組みでは,学校側のアドバイスとして具体的な取り組みの方法まで話を

するとともに,その準稿まで学校側で行なった｡取り組みを終えて感じることは,このよう

な具体的な取り組みの方法まで話をすることが,実践においてば重要ということである｡子

供や保護者は方向性だけの話をしても,具体的なイメージを持ちづらいことが多い｡具体的

にどうすればうまくいくかということまで話すことが,実際にやってみようという気持ちに

-　つながると考える｡また,子操や保護者によっては,十分に分かっていても取り組むことが

できない場合も多いので,そのようなときには,今回のようにわたしたちの方で輩摘まです

ることも必要になろう｡

●　今後の卒業後の指導の在り方について

今回の取り組みで島　本事例を通して卒業後の指導の荏り方を探ってきたわけであるが,

当初考えていた第3土曜日を相談日として設定することについては,学校,学部行事との関

連で実施できないことが多かった｡また,実施できたとしても,荏校生の指導との関連で対

応できる教師数が限られているので,このままの体制で卒業生全員を対象に卒業後の指導に

あたるのは無理であると考える｡そこで,今後,卒業生全員に対して卒業後の指導を行って

いくために以下のことを考えた｡

①　第3土曜日に相談日を設定できるように教育課程を見直す必要がある｡

②　相談時間を区切って設定するなど計画的な取り組みが必要である｡

しかし,これらのことを実施することは容易なことではない｡したがって,わたしたち

は,学校教育の限界陸ということを十分に考えた上で,わたしたちに可能な卒業後の指導の

荏り方を更に探っていく必要がある｡

また,今回の取り組みは学校主導であったが,卒業後の指導が充実したものになるために

は,卒業生,あるいは卒業生の保護者が主体となって学校に相談できるような,卒業生の組

織づくりを行うことも不可欠であると考える｡そのためには,荏校時から卒業後の指導に関

する子供や操護者の意識を高めるとともに,学校として組織づくりのために必要な支援を行

っていくことが大切であると考える｡
し
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卒　業　生　個　票

記入年月日 ��

記入者 ��

フリガナ 刮ｰ臆 剄ﾟ.女 們ｩ���

氏名 剞ｫ別 剪�

生年月日 剌ｺ和年月日(歳) 

現住所 � 

保護者 � 

連絡先 �(電話) 

在学時の生徒の実体(平成年月卒業時点) 

身体機能 � 

健康状態 刳�搶ﾇ: 

常備薬: 

障害名 � 偃�*��療育手帳() 身障者手帳() 

塞 本 的 坐 宿 冒 慣 僭)�� 

更衣 (入浴舵) ��

食事 ��

鹿児島大学教育学部附属養護学校
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社 ∠ゝ :とこ 哩 �8輅6�$"� 

指示理解 ��

対人関係 ��

身 港 面 偃��� 

性格.行動 ��

その他 ��

鹿児島大学教育学部附属養護学校
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社 ∠ゝ コ= 坐 宿 に 関 す る 側 面 ��文字の 傅ﾈｧxﾕｩh�/i7�,ﾈｫ�ｨ,ﾙ<x-�.薬饉ﾘ嵋kﾂ饐�嵋kﾈ,ﾙ<x-�.��ｲ�

一二つ 語 �<x-ﾒ�･自分の名前,住所は読めるo 

文字の 傅ﾈｧxｧ)D�/i7�,ﾈｫ�ｨ,ﾘ��*�.��饉ﾘ嵋kﾂ饐�嵋kﾈ,ﾘ��*�.停�

理 鰭 傚�*ｲ�･自分の名前,住所は書けるo 

蟹話の 唸咎��*ｨ,X*ｸ.��韭兒ｨ,Xｧﾈ*�.x.ｨ.薬駢�ﾈ�/�6�*h.x.ｨ.��韭���,乂ﾈ*�.x.ｨ.停�

利用 唸ﾏh�ﾟ刎(,ﾉy駅��

敬 的 勗霽h,ﾂ�アナログで(〇時〇分,5分単位1,30分単位1,0時)まで読めるo 
理解 唸鳧ｭH,ﾉyﾘ��*ｨ*�.宙*�,h自Z｢停�?ｩWH,ﾉyﾘ��騅ｩ?ｨ,ﾉyﾘ���

金銭の 唸��N��X-ﾈ,Xﾇh螽,X*ｸ.��ｲ��ﾘ顗*ｩZｨ*�.薬��iﾈ冷ﾃ����冷ﾃS��冷ﾃS�冷ﾆﾆ�RﾃX冷ﾃ�冷��

処 理 傀謁ﾒ�･金額に応じてお金を準備できるo.貯金の仕方が分かる｡.カード等の利用が分かる○ 

計盤 唸ﾇi|ｨｵｸｮﾘ/�諄,�,I�ｩ¥x,X*ｸ.薬�+x+2ﾈ�+2ﾈ*�+2��

関係 唳+y%ｨ,ﾈｾi¥｢霽偬H,ﾈｾi¥｢�

珍 動 管 丶���･どこでも目的地まで行ける0.慣れたところなら行って帰ってこれる｡ 
･買い物に行くことができる0.道が分からなくなつたら人に聞くことができるo 

交通機関 唳mｩ4�&�*ｩZｨ*�.�,h6�5�.(ﾉｸ�/�y駅�+X,Hﾗ8*�.��隲X.ｨ+ﾘ,h+�.ｸ,�.yy駅�+X,Hﾗ8*�.停�

の利用 唸*(,(.���/�wh+x.薬��h.悪x*h�)Eﾂ�

職 業 作 莱 に 関 す る 側 ��Xｼi�hｨ�,��ｭh+x.凉ﾘ���唸�*ﾘ+�,h/�,ｨ+X,I�hｨ�+x.�+�,h/��8�+X,H*(.���:ﾘ*ﾘ+�,h,�,ﾘ+8-�,xｭi�8*ｨ,�*&��

作 業 態 度 �����ｲ�･自発的に取り組もうとするo指示されたことは取り組む. 
･援助や言葉掛けがないと取り組まないo 

･仕車をたくさんしよう,早くしようという姿がみられるo 

持続力 集中力 售�ﾓ(鳧ｭH,ﾘﾇ���+X,H竧.��x-�.停�･30分程度までなら取り組める○ 

･言葉掛けでの催しが必要であるo 

正確さ 唳|yMｸ/�Kｹ&h+XｭH��*(,ﾘ晴,�*"粳|yMｸ,ﾙKｹ&h,X*ｸ.�*ｨ,h*ｸ,x*ｸｭH��*F��･良否に関係なく作業してしまう○ 

協調性 唳�ﾈ,ﾉ�ﾈ,bﾘ耳�,仄i|ﾘ+X,H竧.��x-�.���*ｸ-ﾈ.�/�荿.育x麌.)(ﾘ�8/�[x*ｹ?ﾈ.ｨ.x.ｨ.薬�･休み時間等も他の人と会話ができる○.集団から外れないで行動ができるo 

作 莱 技 鰭 偃育x,ﾂ�ｴ�Eﾂ�･手先は器用な方で細かな作業も(ネジ回し等)もできるe 
･袋に入れる程度の作業はできる. 

･(包丁,カナヅチ,ミシン)を使える○ 

腕力 体力 唳�)|ﾘ,ﾒ�*�,�.液ﾈ.痛X�,｢ﾉuﾘ.�,�*"定暮L�,ﾒ�3�ｶrﾃ#�ｶrﾆﾄ�r�-ﾈ,X戊-x.薬�･重労働に耐えられる0.軽作業が望ましいo 

面 劒S磯隴Bﾈ7��ｸ6rィﾓX鳧ｭB刋ｩ:ﾘ,���*h.x.ｨ.��ｲ�

作業の 唸ｾ��ﾉ4���k�,Yyﾘﾋﾈ,X*ｸ.停霎��ﾉ4�,凭�麌+X,Iyﾘ��,X*ｸ.薬�

理解 唸訷,h.��ｸ,h.�,X,ﾉ��k�*ｩTｹwh�ｲ�

※　必要事項については文章で書き込む｡
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資料1 1　　　　子供の変容の実際

｢伝え合い,分かり合う関係をめざして｣という4年間の取り組みの結果,子供たちには様々

な成長が見られた｡本文の中では,その成長を全体的にまとめて述べたが,まとめて述べるだ

けでは,一人一人の子供が｢将来の生活につながるコミュニケーションに関する力｣をつけつ

つあることを十分に伝えることができないと考える｡そこで,子供たちの変容に関する代表的

な例をあげてみたい｡

【場面が限定された学期目標が他の場面でも般化された例】

○　小4女子:下校時路線バスに乗る前に,自分で公衆電話

から家庭に電話をし, ｢バスに乗ります｡｣と伝

える練習をしていたK児は,登校時にバスに乗

り遅れた際も家に電話をしたり,休日には友達

にも電話をして話をしたりできるようになった｡

○　小6女子:係の仕事が終わったら,自分から担任に｢終

わりました｡｣と伝えることができるという目

標で取り組んできたK児は,同様に,掃除が終

わったときや給食を食べ終わったときも,自分

から担任に｢終わりました｡｣と伝えられるよ

うになった｡

○　申3男子:登校して教室に入る際に,自分から｢おはようございます｡｣と言うことが

できるという目標で取り組んできたY児は　朝,他の教師に会った際にも自分

から｢おはようございます｡ ｣と言うことが多くなった｡

【子供に応じた伝達手段を大切にしたことで.保護者や教師に気蒔ちを伝えることが多くなった例】

○　申2男子:発音不明りょうで自分の伝えたいことがな

かなか受け手に伝わらなかったT児に言葉と

一緒にいくつかのサインを使って自分の気持

ちを伝えるという目標を設定して取り組んだ

ところ,家庭で母親にその日学校であったこ

とをサインを交えて伝えるようになった｡母

親もそれまでは十分理解できないことが多か

ったのだが,サインを一緒に使うようになっ

てから何を伝えたいかがよく分かることが多

くなったと喜んでいた｡

メ 

一一藻で1人雪- YJ-,a 陳ﾈｾ｢ﾒ��因I�H��｢ﾒ�Xﾋ��

rt. ��
一基iくi a. � 

_`､,千 ∴+ �ｨ耳耳�����耳�ｸ�ｨ�ｨ蔗�4｢竰���� 

5. ����ﾈ�ﾃ��

○　申3男子:サインを使って自分の気持ちを表わす取り組みをしてきたT児は,校内宿泊

が終わり帰宅してきたときに,自分から家庭にはってあるサイン集の｢楽し
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い｣という絵をさして,母親に｢楽しかった｡ ｣ということを伝えたというこ

とである｡その後,運動会や現場実習のときも,母親や担任にサインで｢楽し

かった｡ ｣と伝える様子が見られた｡

○　高2男子:家庭で同じ話ばかりするということで,学校でその日にあった出来事をカー

ドに書いて,それを見ながら家庭で保護者に話をするという目標を立てて取り

組んだM児は,カードを見なからその日の出来事について話をするようになり

話題が広がった｡

【地域社会の人たちとも主体的にやりとりするようになった例】

○　申2男子:休日に母親と一緒に-ンバーガー店に行き,あらかじめ準備していたカード

(支払う分の硬貨の絵がはっであるもの)に自分でお金を乗せて,注文するこ

とができるという目標を立てて取り組んできたN児に対して,最初は驚いた店

員も二回目からは顔を覚えてくれて親切に対応してくれた｡

○　高2男子:一人でレンタルショップに行き,好きな

CDを借りることができるという目標で取

り組んできたK児は, K児が出掛ける前に

母親がレンタルショップに電話をすること

?,自分で店員と話をして好きなCDを借

りることができるようになった｡

○　高2男子:母親と一緒に歯科に通院していたY児

は,母親が徐々に支援を少なくし,一人で　馨彪

印しユ~｢′肋†譲i i

させるようにしたことで　治顔中の受け答えやお金の支払い,次回の予約まで

一人でできるようになった｡

以上述べた子供たちの変容の様子は一部の例であるが,このように一人一人の子供の将来の

生活を踏まえて目標を立てたことで,子供たちは確実にコミュニケーションに関する力を高め,

周りの人たちと｢伝え合い,分かり合う関係｣を主体的に築きつつあると考える｡特に,学期

目標を具体的に設定したことで　｢何を｣, ｢いつ｣, ｢だれが｣, ｢どのように｣取り組む

かが明確になり,それが確実な取り組み,子供の変容へとつながったのではないかと思われる｡

また,上述の例を見ても分かるように,家庭での変容が多く見られた｡これは,子供や保護者

が｢この取り組みは自分たちの考える将来の生活につながることなのだ｡ ｣という目的憲織を

はっきり持って取り組んだということとも関連が深いのではなかろうか｡家庭と学校がしっか

り連携して取り組んだ結果が一人一人の子供たちの変容だったのではないかと考える｡さらに,

子供たち一人一人が主体的に取り組むことができるようにという姿勢で,保護者もわたしたち

も取り組んだことも多くの子供たちが変容したことと関連すると思われる｡子供たちが見通し

を持って少しずつでも自分で考えて意欲的に取り組めることを多くしていくことで,これまで

できなかったことができるようになったり,伝えられなかったことが伝えられるようになった

りした｡このことは,わたしたちに,かかわる側の姿勢で子供は違ってくるということを改め

て教えてくれたと考える｡
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資料1 2　　　　保護者の意識と変容
( 1回目の子供や保護者の意見を聞く会後の保護者へのアンケート結果)

わたしたちは,これまで以上に家庭と連携して指導を行うために, ｢子供や保護者の意見を

聞く会｣を実施したわけであるが,この会に参加した保護者の意識や,その後.意識がどのよ

うに変化したかを保護者に行ったアンケートをもとにまとめるととも近,今回のわたしたちの

取り組みに関する課題等もまとめてみた｡

1  ｢子供や保護者の意見を聞く会｣に参加して,十分に話をすることができたか

●　初めての試みということや, ｢子供の将来の生活｣といった,これまで漠然としか考え

ていなかったと思われることについて

の話であったので,実際の会で請をし

てもらえるかどうかが危惧されたが,

結果を見ると8割以上の保護者が話が

できたと答えている｡

●　話すことができた理由としては｢担

任と事前に話をしたことで,会の前に

子供の将来の生活について家族で話を

したから｡｣という理由が多く, ｢会に

参加する前に家族で子供の将来につい　　　　　　　図5　アンケート結果1

て話し合ったか｡ ｣という質問に対しては, 9割以上の家庭で話し合いをしたという答え

が返ってきている｡､

●　話ができなかった理由としては, ｢緊張した｡ ｣, ｢時間が足りなかった｡ ｣, ｢戸惑い

があった｣などの理由が挙げられていた｡

2　担任教師以外の教師(進路,研究)の話は参考になったか

●　今回は,専門的なアドバイスができるようにという主旨で,進路担当教師と研究担当教

師が各1名ずつ会に参加し

たわけであるが,これらの

教師が話し合いに参加した

こと自体に関しては, 8割

以上の保護者が, ｢参加し

た方がよかった｡｣と答えて

いる｡また, ｢話が参考に

になったか｡｣という質問に

囲とても参考になった 

圏参考になることもあ-た 

圏ほとんど参考にならなか-た 

図6　アンケート結果2

対しても8割の保護者が｢参考になった｡ ｣と答えているものの,参考にならなかったと答

えている保護者でも｢もっと具体的な話が聞きたかった｡ ｣という意見が多かった｡ ｢参考

になった｡ ｣という意見も含めてその理由として考えられることは,例えば,進路に関して
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は, ｢進路に関する楷報量が不足していた｡ ｣ということや,研寿に関しても｢個々の実態

に応じた指導方法を十分に話せなかった｡ ｣ということなどが挙げられるが,いずれも担当

教師側に話をするための十分な準備ができていなかった(準備期間が彊かった)ことが大き

いと考える｡さらに,全員の子供に対して,短期間で会を実施したということも,保護者に

満足感を与えられなかった理由の一つであろう｡限られた教師数のために, 1日のうちに複

数の会に参加することになってしまい,一人一人の子供について十分把握できず,そのため

に一般的な話になってしまったことも多かったと思われる｡いずれにしても,今後の実施に

当たっては,一人一人の子供について具体的な話が十分にできるように,時間的な余裕と情

報の収集,そしてその情報の共通理解といったことが必要不可欠であると考える｡

3　子供の将来についてどのようなコミュニケーション能力が必要になるか見通し

が持てたか

●　話し合いに参加したり

その後立てられた目標を

見たりして, 8割の保護

者が自分たちが考える将

来の生活で必要となって

くるコミュニケーション

能力や,そのために今何

をしたらよいかというこ

とについて見通しが持て

田何が腰か見通しが持てた 

圏目標を見てだいたい分か-た 

圏-..､ 

圏ほとんど分からない 

図7　アンケート結果3

ていた｡

●　見通しが持てたという理由を見ると,. ｢話し合いの中でそれまで漠然としていたことが形

として見えてきた｡ ｣といったことや, ｢目標の提示の仕方が分かりやすかった｡ ｣等が多

く挙げられていた｡

●　それに対して,分からない理由としてば,まだ,保護者の気持ちの中で｢将来の生活に対

するイメージがまとまらない｡ ｣からといったことや, ｢卒業後についてはまだ考えられな

い｡ ｣といった,子供や保護者の中で将来の生活様式が十分まとまっていないことを挙げて

いる場合が多かった｡また,前項の結果とも重なることであるが,進路に関する情報が不足

していたということも挙げられていた｡このようなことから,今後の取り組みの中で,わた

したちが子供や保護者に提供する資料の質を高めることの必要性を感じるとともに,この会

が何回か繰り返されるうちに,保護者も子供の将来の生活について,これまで以上に見通し

を持てるようになるのではないかと考える｡

4　目標について家庭で取り組むことができたか

●　家庭での実践に関しては, 7割強の家庭で設定された目標に関して取り組みがなされた

が,目標達成となると1割弱の家庭で達成されたのみであった｡学期目標に関しては実現度

の高いものを原則とした割には低過ぎる数字であるが, ｢時間的に足りなかった｡｣というこ
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とや｢毎日取り組めなか

った｡｣というように実際

に取り組むことが十分で

きなかったことも,忙し

い家庭生活ということを

考えれば事前に考慮しな

ければならないことであ

■取り組んで目標を達成した 

圃取り組んだが目標達成できず 

□あまり取り組めなかった 

圏ほとんど取り組めなかった 

ろう｡また,今回が始め　　　　　　　　　図8　アンケート結果4

ての試み.ということもあり,全体的に｢目標の数が多すぎた｡ ｣ことや｢期間の割に目標が高

すぎた｡ ｣ということも多くあったことは否めない｡それば　家庭での取り組みだけではなく,

教師が中心となって行う学校での取り組みにおいても目標達成の割合が低かったことからも示

されているのではなかろうか｡したがって,今後の目標設定においては,実際に実践すること

が可能かどうかを的確に見通して,確実に実践できるものを目標として設定するといった配慮

が必要になると考える｡また,中には, ｢本人に合わない目標だった｡ ｣からという理由もあ

ったが,このようなことは,初期アセスメントにおける実態把握が十分でなかったということ

も考えられよう｡何よりも一人一人の実態に応じた無理のない目標の設定が大切であると考え

る｡

5　子供の将来について以前よりも考えるようになったか

田一家族でよく話題由るようになった 

囲話題にすることは少ないが考えることが多くなった 

円依然とあまり変わらない 

図9　アンケート結果5

●　｢子供や保護者の意見を聞く会｣実施後は, 9割弱の家庭で子供の将来の生活について

｢よく話題にする｡｣ようになったり, ｢よく考える｡｣ようになったりしたことが分か

る｡わたしたちは　今回の取り組みは　まず,子供自身,あるいは保護者一人一人に自分た

ちの将来の生活を考えてもらうことが重要な意味を持つと考えていたので,この結果は予想

通りであった｡

●　また, ｢以前と変わらない｡ ｣と答えた1割の保護者も,そのほとんどが, ｢以前からよ

く考えていたから｡ ｣という理由であり, ｢小学部なので考えがまとまらない｡ ｣という保

護者はいても, ｢考えない｡ ｣という保護者は一人もいなかった｡
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● ｢話題にするようになった｡ ｣, ｢考えるようになった｡ ｣という意見を細かく見ると,

｢コミュニケーションをもっと大事に考えるようになった｡ ｣ , ｢前よりも日々の生活を大

切に思うことが多くなった｡ ｣ ｢先のことと考えていたが,目前のこととして受け止めら

れるようになった｡ ｣等保護者が将来の生活を考えて,今の取り組みに目的意識をしっかり

持てるようになったことが多く挙げられており,わたしたちが考えていた一人一人の将来の

生活につながるコミュニケーション指導の素地はできつつあると考えてよいのではなかろう

か｡

6　今後も｢子供や保護者の意見を聞く会｣を継続した方がよいか

●　5割を越える保護者が, ｢是

非必要｡｣と答えており, ｢どち

らかといえば必要｡｣という保護

者も合わせると9割近くの保護

者が必要性を感じていることが

分かる｡その中でも｢親と学校

が一体となって子供を育ててい

きたい｡｣ , ｢親と学校が目標を

一つにして子供と接したい｡｣等　　　　　　　　　図10　アンケート結果6

の保護者の積極的な教育参加が感じられる答えも多かった｡また, ｢新しい情報,発見があ

ってよかった｡ ｣という感想もあり,担任以外の教師と話すことの利点を感じた保護者も多

かったようである｡さらに, ｢指導目標が具体的に設定されたので,親も頑張らないとと思

った｡ ｣など,具体的な目標を設定することで取り組みやすかったことを挙げている保護者

もいた｡

●　その反面, ｢内容次第,今回のものでは必要性を感じない｡ ｣という答えや｢内容が十分

でなく,一通り済ませればよいという感じを受けた｡ ｣という感想などもあり,準備不足や

情報不足など,わたしたちの資質を問われるような意見もいくつかあり,今後継続していく

ためには,わたしたち教師側の意識をさらに高め,情報を収集したり,子供のことをもっと

知るように努めたりして,保護者の満足のいく話し合いができるようにする必要性があるこ

とも痛感させられた｡

また,コミュニケーション以外のことについても目標にあげてはしいという要望も多く今

後の方向性としては,全体的な内容に広げて取り組んでいくほうがよいと考える｡
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資料13　　　　　今　後　の　課　題

1　今後の課題

●コミュニケーションの 

指導方法という観点から 

●一人一人の将来の生活 

につながる指導という観 

点から 

コミュニケーションの指導方法に関する更なる研究｡

家庭との連携の在り方の更なる模索｡

伝えたいという意欲が高まるような感動体験豊かな

授業の研究｡

子供たちを取り巻く地域社会との連携の在り方の摸

索｡

すべての領域において一人一人の子供に応じた指導

がより充実するような教育課程の編成の検討｡

●　コミュニケーションの指導方恵に関する更なる研究

わたしたちは, 4年間の取り組みの中で,わたしたち教師と一人一人の子撲たちとの間にお

いて｢伝え合い,分かり合う関係｣を築くための指導の荘り方や,一人一人の子供たちが様々

な人たちと｢伝え合い,分かり合う関係｣を主体的に築くための指導の荏り方を探ってきた｡

その成果については前述したが,一人一人の子供たちに応じた指導の荏り方を探るという意味

からすれば,まだ十分とはいえないと考える｡ ｢教師のかかわり方｣ , ｢子供たち自身のコミ

ュニケーションに関する力を高める手立て｣等,一人一人の子供に応じたコミュニケーション

の指導方法を更に研究し整理していく必要があると考える｡

●　家庭との連携の在り方の更なる模索

子供や保護者の考える将来の生活を踏まえて,家庭と学校が一緒に取り組むことで･,これま

で以上に家庭との連携は酸くなり,それが成果として子供たちの変容へとっながった｡しか

し,今回の取り組みのやり方にまったく問題がなかったわけではない｡ ｢子供や保護者の意見

を聞く会｣の実施方法や評価の共通理解の仕方等,今回の取り組みを基にして,よりよい連携

の在り方を更に模索していく必要があると考える｡

●　伝えたいという意欲が高まるような感動体験豊かな授業の工夫

4年間の研究では,子供たちの日常生活全般をコミュニケーションの指導場面として考えて

取り組んできた｡そのような意味T,授業におけるコミュニケーション指導という観点からは

特に考えなかったのだが,学校教育の多くは授業であることを考えると,授業の中で･,これま

で以上に子供たちの自発的な表現を引き出したり,子供たちからの表出を待ったりするなどの

工夫をしたりすることや,一人一人のコミュニケーションに関する目標に関する取り組みを授
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業の中でどのように具現化していくかを明らかにしていくことが重要になってくる｡

また,単にコミュニケーションの指導というだけで

はなく･子供たちが学校であったことを保護者に話題野毅

したい,伝えたいと思うのは,学校が楽しかった,

おもしろかったということが大切である｡つまり,

子供たちが感動できる体験が豊富にある授業の工夫

が,子供たちの伝えたいという意欲を高めると考え

る｡

したがって,コミュニケーションの指導という観

点と感動体験豊かなという観点から,授業の在り方

を探っていく必要があると考える｡

●　子供たちを取り巻く地域社会との連携の在り方の模索

｢伝え合い,分かり合う関係｣を広げていくために,今回の取り組みの中では,家庭,学校

を基盤に.卒業後の指導や進路先との連携の在り方を探ってきた｡その中で,子供たちを取り

巻く環境に鋤き掛け整えることが,子供たちが周りの人たちと主体的に｢伝え合い,分かり合

う関係｣を築いていくためには重要であることも分かった｡しかし,子供たちを取り巻く環境

に働き掛け整えるという意味では,子供たちが生活している地域社会との連携も当然大切にな

ってくるであろう｡今回の取り組みでは,個々の実践において,いくつか地域社会との連携が

見られたものの,学校全体としてどのような連携をすればよいか,取り組むことはできなかっ

た｡そこで,卒業後の指導の項でも述べたように,学校教育の限界性ということも十分考えな

がら,地域社会との連携の在り方を探っ.ていく必要があると考える｡

●すべての領域において. �ｩ�ﾈ自�ﾈ,ﾈ��ｹ�,��+h+ﾘ轌;�*ｨ.h.員ｸ��+x.�.h*H,綾8支攣/h,ﾂ�

編成の検討 ��

今回は将来の生活につながるコミュニケーションに関する目標を立てて取り組んできたわけ

であるが,子供や保護者の願いや考えを聞くとコミュニケーション以外の要望も多く出されて

いた｡また,わたしたち教師も,子供たちの将来の生活を考える際に,コミュニケーションば

かりに目を向ければよいと考えているわけではない｡そこで.今回の取り組みを基に,保護者

や進路先,あるいは地域社会とも連携を図りながら,子供たち一人一人の将来の生活につなが

る指導を,すべての領域において取り組んでいく必要があると考える｡その際,アセスメント

の実施,目標の設定,実践,評価という今回の取り組みを見直すとともに,個別の指導計画と

いう視点から教育課程の編成についても検討し,一人一人の子供に応じた指導が充実するよう

に検討していかなければならないと考える｡
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